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、〇

.〇
Q
磅
同
 

三
.十

芸 

一
、oo

o
、〇

〇
o

磅
同

之
が
稅
率
の
細
目

.は
決
し
.て
不
可
侵
の
も
の

ビ

云
ふ
の
で
は
な
く
*
本 

の
說
明

^

供
す
る

^

あ
る
。
之
^
ょ
つ
て
勞
働
黨
の
人
々
は
三
十
僅
谤
の 

侦
の
約
半
顧
を
償
却
し
、年
々
の
國
僙
利
子

_费
•を
約

-—
*
億

'五
千
萬
磅
滅
少

U- 

の
ビ
算
定
し
た
の
で
あ
る
。

 

.

ダ
ル
ト
ン
敎
授
の
.信
ず
る

^

^
ょ
れ
げ
資
本
課
税
の
收
入
ニ
十
億
勝

^

足
ら
ざ
れ
ば
當
面 

の
要
求
に
靡
ず
る

^

足
ら
ず
、殆

\

レ
資
本
課
税
主
張
論
爭
の
努
力

R
.も
亦
値
せ
ず
，也
次
四
十
偉 

碌
ょ

6

遙
ヵ

^

多
紅
の
收
入

5:
生
ず
る
課

«

は
政
治
的
見
地
ょ

.

6し
て

‘
恐
ら
く
實

1«
的

！

 ̂

を
な
す
を
得
な

S

、即
ち
目
標
は
ニ
十
億

ビ

®

十
億
擄
の
間

k

在
る

«

考
へ

た

の

^

あ
る

9
 3

3
V

 

又
課
標
準
の
査
.定
の
困
難
が
屢

 

< 
詩
張
せ

&'
る
、
が
、ダ

,

ト
ン
敎
邊
.は
徵
收
技

15』

 ̂

除
し
得
ざ
る
困
難
な
く
殊

k

課

稅

せ

ら

る

ベ

.，
&

財

產

の

約

十

分

の

九

に

就

てi

多

く

の
^

S

笫

呀

號

S
八 

四
十

^

四十五

^

五
十

^

五十五

^

六
十

^

課

稅

方

法

の

主

旨
 

收

入

を

擧

げ
、
內

國 

し

む

る

^

足

る

も

费 稅 R 其 

增 支 よ 課  

加 拂 る m  
K  l c 利 ] こ  

よ よ 害 よ
o  o をつ 
て て 決 て  

生 生 定 可  

ず ず せ 能
る る む <£ 

利 國 が な  

益 偾 た る

上
の
困
難
は
な
い
も
の
ヾ

」

觀
る
。

..
資
本

.課
拱
の
望

t

し
き
は
、其
課
稅
自
儼
の
た
め
で
は
な
く 

ベ

&

財
政
的
負
擔
の
輕
減
の
た
め
で
あ
る
。
'人
が
資
本
課
税 

め

^

は
其
課
税
支
钡
の
靜
を
考
慮
す
る
の
み
な
ら
ず
、資
本
課 

費
の
大
節
減
あ
る
こ

VJ 

k
ょ
つ
て
ニ

 

)

租
稅
輕
減

{ニ)

社
會
事
業 

を
も
考
處
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

(

T>
o
p9 l
u

^

- l
f

^

ダ

，

卜

ン
敎

«

は
資
本
課

^

を
以
て
全
く
食
行
可
能
な
る 

ゾ
委
員
會
の
諮
問
の
答
申
^
於
て
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

可
能
な
る
方
法
あ
る
も
、其
等
を
比
較
評
量
し
て
最
も
完
全
な 

此
方
法
は
合
理
、愼
重
な
る
方
法
で
あ
る
が
、說
明
の
困
難
で
あ 

本
能

V」

相
容
れ
ざ
る
が
た
め

^

强
さ
偏
見

?:
挑
發
す
る
。
：
：

6

し
て
全
く
實
行
可
能
で
あ
ぅ
、反
對
論
の
生
ず
る

こ

ヾ

」

は
他

*
の
_同
規
模
の
新
稅
の
場
合
^
比 

し
て
毫
も
異
る
こ

ビ

が
な

S
?

資
本
課
税
は
過
去
の
財
産

.蓄
積

V
J

現
在
の
努
力
の
結
果 

V

J

k就
て
、一

_

國

R

の
判
斷

k

於
て
後
考

k

*
し
て
の
妨
番
が
過
大
な
る

^

際
し
て
は
、®
者

第
！.一

十
四
卷

(

五三九

〕

ビグー

*
グル

.ト
ン
の
.
資
本
課
税
諭

 

第
四
號J

五
七

の ル

種 ゥ

則
政
策
な
う

ビ

信
じ
、コ
 

即
ち
、內
國
偾
負
•擔
輕
減 

る
は
資
本

®

si
な
う
ど
信
ず
る
。
 

う
、人
の
金
錢

m

を
ね
む
根
强

& 

:資
本
課
稅
は
實
際
的
見
地
ょ



m
:
l
j
±
pt
卷

s
s
l'o〕

ビ
グ
丨
、
ダ
ル
ト
シ
の
資
本
課
税
論

 

第

四

號

?!
:
八

■の
間

^

租

税

，負

擔

の

ー

調

和

を

得

._る

最

公

正

 

'便

，
宜

の

方

法

V」

觀
ら
る
ベ
さ
で
あ
る

0

.

.
ヾ」

の

ヶ
パ
ン
ズ
氏

(

l l
n

^

^? :
^

^

e

-

r
意

#

?:
.同
じ

く
す
る

今
の
で
あ

'るo 

’

,

,
.
M
p-
u
t
e
'

ofwyidence taken before the .committee., on. National 

Debt 

a
nd Taxation p

.

0
9
4,

三

'
右
の
：ダル
ト
ン
氏
の
說
明
は
資
本
課
税
主
張
の
主
旨
を
明

k

す
る
が
、資
本
課
税
論
の
理
論 

.的
：研
究

R

於
て
最
も
優
れ
た
る
も
の
は
ビ
ダ

I

敎
授
の
研
究

.

.であ
つ
て
、其
著

>

n
嘗
ー 

a
n
d

 

a

 

L
e
v
y

 

o
n

 

W
a
r

 

W
e
a
l
t
h

 

(
I
9
2
0
X
T
h
e

 

Political 

E
c
o
n
o
n
y

 

o
f Wa

r
,

 

C
h
a
p
t
e
r

 

X
V
I
I

 

(
1
0
2
1
〕
，

A

 

S
t
u
d
i
e
s

 

in 

p
&
I
i
c

 

F
i
n
a
n
c
e
,

 

p
w
r
t

 

I
l
l
o
a
p
t
c
r

 
V
I

 

(

I9
2co〕

k
 
於
て
述
べ
ら
れ
、又コ
ル
ゥ
ィ
ン
委
員

#

k

於
て
も
其
意
見
を
徵
せ
ら
れ
て
居

6
、資
本

.課
稅
論
の
理
論
的
根
據

k

就
て
最
も
重
さ
を
な 

し
て
居
る
。

ビ
ダ
ー
敎
授
は
資
本
課
稅
論
其
者
の
分
析
に
入
る
前

^

誤
解
^
某
く
一
般
の
議
論
を
排
除 

せ
む

ビ

す
る

0

即
ち
此
問
題

^

就
て
個
人
め
場
合

ビ

商
一
の
類
例
を
求
め
む
ど
す
る
事
で
あ 

る
。
假

<

v

k六
.千
破
の
偾
務
を
負
ネ
者
あ
つ
て
、利
子
を
支
拂
ひ
漸
次
に
元
金

?:
減
ず
る
か 

(
o
r
t
h
o
d
o
x

 

s
n
s
c
e
x

又
は
一
度

^

債
務
全
額
を
完
濟
す
る

(polioy 

o
f 

S
p
e
d
a
l

 

L
e
v
y
)

か
を
選
ば
ね

ば
な
ら
な
い
ヾ

」

す
る
。

.
共
場
合
孰
れ
を
選
ぶ
が
正
し
さ
か
は
偾
務
者
の
事
情
の

.如
何
に
由
る
。
 

唯

-v
l
度
ド
は
返
濟
し
得
な
い
ヾ

」

云
ふ
理
由
の
み
に
よ
っ
て
漸
次

R

偾
務
の
返
濟
を
せ
ざ
る 

を
得
な
い
の
で
'あ
る
が
、之

<£
■
英
國
の
現
狀
士
は

’
全
く
同

I:

狀
態

.it
在
る
も
の

マ

し

云
ふ
。
戰
時 

戰
後
の
损
赉

^

よ
っ
て
疲
弊
せ
る
者
が

^

本
課
稅
の
.如
さ
互

.
®の
支
拂
の
如
き
到
底
及
び
得 

な

S

所
で
 

'あ
る
ど
。
此
：種
の
論
は
一
見
當
れ
る
が
如
く
见
は
る
、
が
實
は
根
本
的
異
同
あ
る 

を
逸
し
て
居
る
。

此
偾
務
者
は
其
全
偾
務
：を
.他

入

^

負
ふ
も
の
で
あ
..る
が
、英
國
民
は
其
偾
務 

の
大
部
分

(
I

 

神
.糊：
|

|
: :
|
|
.
_

)

は
國
民

.自
身

^

負
ふ
て
居
る
。
外
國
人

k

負
ふ
偾
務 

即
ち
外
國
偾
に
就
て

は

個

人
の
場
合

ビ

類
似
す

る

が

、
內

國

偾

，の

場

合

k

は
全

く

異
る
，
內
國 

偾
の
支
拂
は
全
體
ヒ
し
て
の
其
國
の
社

*

の
資
源
を
涸
坶
せ
し
.む
る

Z

ヾ

」

が
な
い
、蓋
し
資
源 

は
社
會
の
一
部
よ

6

他
の

1
部

^

移
轉
す
る
が
、社
會
全
體
ど
し
て
は
少
し
も
支
拂
ふ
所
は
な

r 

1

 ̂

-

へ̂

oaDital Lavy p. I2-.I 
パ..political Economy., of 

-
^
p
^

o
 

V 

f 
ヤ
.凌
る

^'
.
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800
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s

1
)

p
i
g
o
u
:

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y

 

o

f
 W

a
r
.

 

p
.

 

3
0

に
於
て
日
く
、或

國

家

の

有

す

る

焚

質

的

資

源

は

*

其

國

R

の

耥

，神

的

肉

體

的

沲

力

、典

國

の

土

地

並

に

0

物

01
1

1_

‘

、砠

物

、エ

ま

、鐵

道

、

^

舶
、ぬ

藏

货

物

等

，
.の
有
形
資
本
、

「

組
幟

」

の
無
形
的

.

資

本

、其

國

民

が

外

國

...
人

i

リ

支

0

を
得
ベ
さ

法

俥

上

の

權

利

等

■.よ

矽

成

•
る

0

.笫一

I

十

四

卷

.
C

五：
四

 

一
V

ビ

グ

ー

、

ダ

^

ト

ン

の

資

本

課

税

論

 

第

四

號 

五

九



第
pi
號.

六ゾ
〇

 

經
費

W

移
轉
的
經
费
€
の區

 

國僙

.
權渚への：支

.
拂のため

 

0
.
は

㈣

一の立場にある

。

■ 

に
は
間
接
に
其
社
會
の
資
源

 

の
資
源
な
く
し
て
奋
續
し
て

 

勞力を锻'して以て其常時

 

^

其
' 種
の

0 

0

を
赏
質
的

1

第二

.十四卷

.

(

五四ニ

〕

ビグー、ダルトシの資本睬躲論

S
 
ニ〕

ビグ，丨
敎
授
は
ま
た
政
府
の
經
費
に
就
て
、赏
質
的
消
_
的
 

別
.
.を設

.け
る
。
政

.府自體の使用の

.ためたる

V

或は外，

たる

ゴ
か
.卯
は
オ
、財
貨
或
は
勤

^

を
耍
求

.
す
る

政

府
©
經
 

.

其
等

：
の
經

35
は
m
者
，の
場
合
に
は

㈣

捭
に
■、ま
た
他
の
場
合 

の
' 

T
,
部
を
現
實

.に
，消
耗
す
る

も
の

で
、
^
て

其
社
會
は
其
等 

行
く
か
、或

-は
其

_の
經
费
な

.く
ば
必

35
す
る
ょ
リ
も
一
層 

に作られたる間隙を滿さむ

w

せ：ね
ば
な
ら
な
く
な
る

A

は
消
耗
的
經
費

w
呼ぶ。

反

.-

.
之、自國

R

に
對

: i
-

る
.

戰債利，子北ハ他の經費は現赏に何 

.
.
.

物
の
消
耗
を
も
含
む
毛
の
で
な
い
。
.
其
の
貨
幣
を
提
供
す
る
卷
は
勿
論
蒞
干
を
喪
失
せ 

.

ざ
る
を
得
な
い
が
、せハ受

.

く
る
漭
は

I

恐ら

 

<
 

一
部
は
同
一
入
で
あ
ら

5

——

徵
稅费を別 

£
す
れ

ば、
全

く
同
額
の
購
買
力
を
行
使
す
る

こ
d 

>

なる。

本
質
的

至
要

の事

.

贸は、政
 

,
府

w

相
對
し
て
存
咋
す
る

.

も
の
ミ
し
て

-

觀

：

た
る
其
社

#

共
同

®

體.の
觀
畠
點
ょ
リ

すれ
 

ば、
寒
も
赞

.
質
的
資
源
の
引

渡

が
.

存
在

.
し
な
い
こ

W

で
あ
る
ハ
玆
に
は
筲
然
生
す
る
行
政
费 

を
別

W

する

〕

。
此
種
の
經
#
を
移
轉
的

0 
M
 

€

呼ぶ。
例
令
ば
、國債
利
子
に
は
其
固
债 

の
外
陸
人
所

■
有
卷

W

內.

國
所
有
者

W

に友狒は

.

る
、

.

利
子
を
含
ま
れ
る
が
、外國.人所有 

者
に
對
す
る
文
拂

.

は
同
策
の

0
 

.
M 

.
の
實
質
的
所
得

(

例、食
料
：品
綠

㈣

典
他
名
典
國

R

の使
 

川
ょ
リ
減
少

t £

し
む
る
こ

. 

な
.

リ、反之、
內
國
所
有
者
へ
の
支
柳
は
眾
に
納
税
者

ゴ

し
 

て
の
英
國
人
ょ
リ
、公倩
所
有
舂
ミ
し
て
の
英

_

國
人
に

.1

|:
ハ
等
物
件
の
支
配
榼
の
移
轉
を
生

3 る 而 納 稅  

る 勞 も 稅 法 茲  

\ 働 勞 者 U
X 、祖

ずるのみである。
又

一說に戰後獨逸はマルク

 

を破

却
し

/:
るを

以
て
他
國
に
比
し
て
以
前
よ
リ
も

 

し
か
し
決
し
て
典
极
本
に
於
て
獨
逸
の
內
國
偾
の
消

 

し
な
い
の

である

 o 

(studies 

in Public Finance .chapter III)

稅
の

負
擔
分
配

の
.
公
正

の
問
題
.
ヒ

税
務

技
術
上

の
 

つ
て
人
^
納
税
義
務
を
課
す
れ
ば

*

人
の
行
爲

R 

A

其
所
得
の

一

部
を
徵
收
す
れ
ば
其
者
の
有
す
る 

の
限
界
不
效
用
に
は
變
化

が

な.
い
o
.
#
て
.何
.等か

貨
-幣の
暴
落
に
ょ
つ
て
典
內
國
债

 

の
富
裕
锒
力
に
な
つ
た
ミ
云
ふ
。

 

減
は
毫
も
其
國
の
捣
國
富
に

影

響

問
題
を
別

V」

し
て
觀
る
汽
或
課 

變
化
を
生
ぜ
し
む
る
。
例
べ
ば
、
 

貨
幣
の
限
界
效
用
が
大

V
J

な
み
、
 

阻
害
せ

らる

 >

 

な
く

ば
、提
供
す

よ力量

?:
大

R

し

.て
獲
得
す
る
所
得
额
を

.ば
、所
得
の
限
界
效
用

V
J

其
れ
を
獲
得
す
る

k

费 

勞
働
の
限
界
不
效
用

‘

VJ'

が
再

1び
等
し
く
な
る
點
ま
で
僧
加
し
や
ぅ
ヾ

」

す
る
。

.

其
租
稅 

k

し
て
政
府
の
徵
收
す
る
資

.源
が
政
府

^

ょ
つ
て
消
耗
：せ
ら
れ
ず
、國
傲
所
有
者
ど
し
て
の

m
 

稅
者
ヒ
返
附
^
る

 

於
て
は
與
者

^

對
す

5'
貨
幣
の
限
界
效
用
^
*
化
が
な
い
の
で
あ
る 

か
ら
、提
供
せ
ら
る
、
勞
働
量
の
增
加

?:
生
：
^
:し
む
る

乙

ヾ

」

が
な
い
の
で
あ
る
。

或
課

®:
の
方 

法
に

0

て、一
定
の
收
入

?:
擧
ぐ
る
に
、勞
働
量

.の
減
少
を
生
ぜ
し
む
る
こ

^
少
な
さ

^

從
ひ
、其
 

課
疏

^

ょ
つ
て
生
ず

.る 

'機

牲

總

量

，.は 

' 少
で
お
る

(studies, p. 

S
3
-
4
)

若
し
內
國
債
の
大
部
分
の
愤
却 

.第ニ十へ四卷
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五
'S
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v
l、
妒
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ト
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ー
雾
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課
锨
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'號

山

、二

が
.何
等
か
の
實
質
的
費
用

.

.鶴
牲
を
会
ま

?

る
：.方
法

R

ょ
つ
て
行
は
れ
得
る
、な

.ら
-ば
、國
民

1§
11
: 

ド

利
益

ぁ
.る

乙

ど
'疑

a

な

さ

も

.、事
*

國
.偾
懷
の'償

却

が

何
等
、の.费
用
な

：

く
し
て
行
は
る

、

z

ビ 

な

&

た

め

偾

偾

却

の

.た
め
の
資
本
課
税
嚴
否
を
定
む
る

^

當
つ
て

.は
_先
づ
如
何

'な
る
'程 

度

の
羽

益

の
望
む
へ

P

も.

の
あ
る
か

.少
く

ビ

7P'

大

m
.の
觀

.念」

?:
.
.■得
る

Z 
€

を
要
す
る
。

■
九 

一.—-
*「

年
ド
ビ
グ

I

敎
授
は
次
の
.如
く
述

j

へたへ。

.
國
僙
偾
却
の
ホ
：め
の
特
別
課
稅
徵
收 

の
直
接

.の
效
果
は
、所
要
收
入

"額
從
て
將
來

^
.於
て
課
せ
：ら
る
ベ
さ
稅
：率
を

'減
.：ず

る

Z

ビ

で
あ 

る
.。
:

I

見
.し
て
は

.税
率
ド
於
：け
る
或

»

合
ー
の
減
：少

.は
_
.必
.ず
稅
：收

.入
の

.同
：率
の
滅
：少
に
常
る
ビ 

，
へ
ら
る
、
か
、英
國
所

#
.税

k

於
て

'は
國
偾
所
有
者
の

.支
拂

.をへ受

」

く
る

.

.利
子

.も
他
の

1

切
の 

所
得
ミ
同
樣

^

課
税
：所

得

れ

.る

.。
故

^

若
し

.‘年
三

「

億
磙
の

.利
子
を

'含
む

.國
偾
^
し
て
偾 

還
：せ
ら
る
、時

.は
將
來

8«
税
：所

.：得：は
三

®

減
少
す

.る
己
；

，？

、
な：，
る

0

■現
'在
課

.稅.所
得
が
四
十 

儒
乃
至
：五
：十
億

^

す
れ
ば
三

'億
，は

.全
，體
，の

.

.約
十
系
分

.ノ
：.
1
.1:
'

示
，し

、從

て

國

債

.偾

却

後

.

に
於
て 

1

定
の
收
入
を
擧
ぐ
る

^

は
以
前

^

十
四
分
ノ
十
五

0.
稅
率
を
必
要
ど
す

.る
0
又
例
へ
ば
所 

要
.收
入

M

額
を
ニ
一
分
ノ
一

 

減
少
す
る

k

就
て
は
税
率

k

三
分
ノ

一
 

の
減
少

k

非
ら
ず
七
分
ノ 

の

ニ

の
減
少
を
生
ず
る

.で

.あ

.ら
う
。
之
は
勿
論
極

.め
て
太

.體
、
.の；派
で
ぁ

0

'(
，、正

確

な

る、統
升

.

的
説
明
は
な
し
得
な

V

が
、J

般
の
傾
向
は
明
で
あ
る
：

9
.
'
:
他
の
事

'情

R .
し
て
等
し

 

< 
ば

#

W
課 

稅
让
ょ
る
國
偾
偾
却
に
ょ
つ
て
可
能

v
j

す
る
べ
き
税
率
の
低
減
は
二
見
考
へ
得
ら
る

、

よ

 々

は
稍

"
少
で
あ
る
ミ

v
j

で
あ
る
。；

•…

•
•茲

k

は
'规
要
攸
入

^

於
て
相
當
減
.額
あ
れ
ば
税
率
も 

亦
相
當
輕
減
し
得
る
こ

^
?:
知
れ
ば
足
る
の
で

.あ
る
。

Political Economy of. War. 

V
. 

. 1
0
3. 1

9
5'.

參

此
黙

R

關
す
る
ビ
ダ
ー
敎
挺
の
所
說
は
其
資
本
課
稅
論
贫
於
け
る

.大
な
る
欠
點

?:
表
は
し 

た
も
の
ど
思

A

後

H

自
ら
言
明

す

る
，通
ぅ
右
の
所
論
は

' 其
說
明
不
充
分
で
あ
つ
た
。
資
本 

課
.稅
^
ょ
る
國
債
偾
却
に
ょ
つ
て
將
來
の
祖
稅
輕
減
可
能
の
程
度
如
何
の
問
題
就
て
詳
細 

k

研
究
し
て
、資
本
課
稅
論
の
生
張
の
重
大
な
る
點

^

1

の
雛
關
の
存
す
る
こ

 

>

」

?:
指
摘
し
た

る
者
は
ス
タ

V

ブ
氏

(
s
i
r
j
o
s
i
a
h

 

s
t
a
m
p
)

で
あ
つ
た

(

域

t

靜

ぱ

【

謂

む

^

^

'
資
本
課
稅
の
利
益
ど

^

る
、
所
の

1
'

は
、配
ち

^

國
債
利
子
費
を
減
少
し
、將
來

R

於
て
現
行 

税
率

^

ょ
つ
：て
努
る
資
金
を
不
用

^

し
其
れ

fe
減
税
か
社

#

事
業
费
か

k

充
當
し
得
る

k

あ 

る
o

然
ら
ば
資
本
課
税

が

租
稅
收
入
の
：

.現
實
の
支
拂
額

k

於
で
純
利
益
を
齎
ら
す
か
、即
ち
其 

現
狀
を
維
持
し
て
尙
ほ
餘
剩
あ
る
か

^

し
あ
ぅ
ど
す
れ
：ば
幾
何
か
の

.問
題
が
あ
る
。
假

p 

k

笫ニ

-十
四
卷

(

五四五：

)

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
讁
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グ
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ト
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六
I'
M

資
本
課
税

k

ょ
つ
て
利
子
®

一

 

億
碌
を
節
約
す
る
本
、課
税

さ

る
ベ
き
財
産
を
著
し
く
侵
食
し 

て、舊
稅
率

?:
以
て
し
て
も
收
入
が

1

億
磅
減
少
す
る

V

せ
ば
、何
等
：の
減
稅
な
く
、毫
も

ft
會
的 

經
费
增
加
も
あ
々
得
ず
、

®

本
課

,
m
は
其
價
値
な
し
ど
決
定

さ

れ
る

o

若
し
ま
た
、收
入
が
五
千 

M

磅
減
じ
、五
千
蔺
磅
の
み
が
減
稅
に
當
、て
ら
れ
る

.ど
す
れ
ば
郞
ち
資
本
課
'桃
收
入
の
半
額
は 

其

0

體
の
损
害
補
償
の
た
め

R

充
當

3
れ
ざ
る
を

#

な
い

S
す
れ
ば

^

場
合

k

も
尙
ほ
價
値 

あ
み
や

0

間
題
で

.あ
る

(current problems, p. 

2
5
0〕

o 

.

‘

此
問
題

^

就
て
例
へ
ば
ダ
ル
ト
ン
は
、前
述
の
資
本
諌
税
案
に
ょ
る
利
子
费
の
節
約
を
年
一 

億
四
千
二
百
翦
磅
せ
し
、此
經
費
節
約
は
資
本
課
稅

•か
徵
收

S

れ
其
收
入
が
國
偾
偾
却
^
充
當 

せ
ら
る
、

^

從
て
漸
次

^

實
現
す
る
も
の
ど
し
、ま
た
其
課
稅
の
結
果
ど
し
て
年
々
の
租
税
收 

入
滅
は
所
得
稅

R

於
て
ニ
千
五
百
蹿
勝
、附
加
所
得

0

ハ
couper 

T
a
x
)

k

於
て
三
千
三
西
五
十
捣 

磅
、相
續
税

k

於
て
千
三
百
五
十
萬
磅
，合
計
年
額
七
千
ニ
西
萬
磅
の
收
入
減
あ
る
も
の

V

J

m定 

す
る
。，
差
引
年
額
七
千
翦
磅
ど
な
ち
其
金
額
は
減
暁
、社
會
事
業
費
或
は
將
來
の
た
め
減
偾
甚 

金
制
定
の
た
め
共
他
に
充
用
し
得
る
も
の
で
あ
る

ビ

鼾
算
し
た
の
で
あ
る

p

o

^

^

o

r

t

かevy)
。 

尙
ほ
右
の
計
筧

k

は
資
本
課
稅
の
主
要
目
韵

ビ

し
、減
稅
ど
社
會
的
經
費
暂
加
妃
よ
つ
て
生
ず

ベ

3

所
の
生
産
の
促
進
を
計
量
し
な
い
が
、

«:
會
事
業
費
增
邡
^
よ
っ
て
勞
働
者
及
び
其
子
弟 

の
間
に
健

«
、■

率
、知
識
の
罈

f

を
向
上

3

せ

る

.°
之

等

を

考

虛

し1£
ハ

影

麵
R

よ
っ
て
諸
税
の 

收
入
を
增
加
せ
し
む
る
乙
？

?:
考
虛
す
る
結
果
は
蔣
來

M

R
減
稅

V

J

E

k

1

層
社
會
事
業
费 

增
加
の
見
込
を
し
て
海
の
計
算
の
示
す
所
よ
々
も
一
層
有
望
な
ら
し
め
る
。
し
か
し
其
有
望 

な

6

ど

の

程

度

は

之
:?
:
銃

針

的
^

何

等

か

の
IE
確

3

$:
以
て
計
量
す
る
ミ

^

は
困
難
で
あ
る

云

ふ(ibid p
.

00
5)

0

(

註
.
三
V

此
點

に
っ

^

て
阶
言
す
咅
は
、ゴ
ル
マ
ィ
シ

'

^

員
#
報
宵
書
に

於
て
も
次
の
如
く
認
め

 

/

て
居
；る

.

と

w

で
あ
る

o 

.

日
く
、
 

，

假
令
、社

‘

- #

的
.

經
■

费
の
た
め
に
要
す
る
祖
税
が
生
康
を
姐
寄
す
る
こ

.

ド-

證
せ
ら
れ
た

U

ミ
 

して

.

も、份ほ
ぬ

®

の
M

戥
は
社

#

一，般
の
矶
益
の
理
由
に

.

よ
っ
て

Jl
i

常な，る根
據
を
與

. 

へ得る

。

多

く
 

.
の

社
會
，
的

.

目：
的の

.

た
め
に

.

は(

政
府
に

よ
る〕

賢
明

.

な
；
る

集

：
合

：的

.經

贺

は

之
 

を，個人
に
委
す
る
場
合
よ

V

も

明

か

に

：
經
濟

'

的
で
、ぁ
る
か
ら
で
あ
る
。

S

報
毋

0
 

一
 

o
 

_
.
四

0

無
差
別
に
社
會
的
經
，
自
體
を
可
ミ
し
乂
は
忍
デ
す
る
傾
的
が
あ
る
が
、典社
资
的 

利
益
は
經
驗
の

0
明
す
る
所
に

よ
らざ

.

れ，ば

.

比
.

較
評

®

困
雛
で
あ
る

'
。

し
か
し
、

]1
'1:英國 

に
於
け
る

m

の
分
齙
が
極

.

め
'

て
.

不

：

平
：：

等

な
.

そ

.
さ
、社
會
的

,'
'

經

；
费
.'
'

は
人
逍
、社
會

Jl
£

義

.
の：問
 

組

w

し
て
も
極
め
て
必
要
で
あ

リ

、また
ま

0

度まで，は產
業
能
率
佾
進
の
た
め
に
も
必 

第二

十
！
：
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C
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！
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ビ
グ
丨
、

ダ
ル
ト
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资
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課
税
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須
な
る
こ

i

は
充
分
叨
白
で
あ
る

W

一
 

〇
五

s
o

右
の
如
く
ダ
グ
ト
ゾ
は
、差
引
七
千
萵
磙
を
節

.減
し
得
る

i

の
ど
計
算
し
た
の
で
あ
る
が
、ス
 

タ
ン
ブ
は

•此
黙

R

就
て
詳
麵
な

5.
研
究
を
な
し

^
^
l
tl -
1

3
 

S)、
©

ク

に
資
本
課
税
に
よ
つ
て 

三
十
億
磅
の
收
入
を
擧
げ
む

v
j

す
る

R

於
て
は
、豸

«

砠
稅
收
入

k

ff
i

a

m

k於
て
年
額
ニ
千 

八
西

M

破
、所
得
稅

R

於
て
一
一
一
千
一
一

.
百
寓
磅
或
は
最
低
一
一
一
千
壹
百
萬
硫
、附
加
所
得
稅

k

於
て
三 

千
壹
耳
五
十
茁
磅
乃
至
三
千
九
百
五
十
萬
硖
の

M

少
あ
る

も

の

€

計
算
し
、資
本
課
稅
實
行
後 

の
祖
稅
減
收
總
額
は
九
：千
萬
磅
乃
至
九
千
八
百
萬
磅

^

し
て
、之
を
三
十
億
磅
の
國
偾
偾
却
に 

よ
る
利
子
節
減

額

約 

一
ff
i

四
千
潭
磅
よ
ぅ
控
除
す
れ
ば
純
節
約
額
は
四
千
ニ
百
捣
磅
乃
至
五 

千

®

磅
ビ
な
る
。

g

ち
三
分
ノ

 

ニ
は
資
本
課
稅
肖
體

R

よ
る
損
失
を
補
塡
し
て
租
税
收
入
の 

現
狀
維
持
の
た
，め
^
必
要

ヾ

」

せ

ら

れ
、其
れ

k

よ
つ
て
.將
來
減
视
し
得
る
又
は
他
の
目
的
に
充 

用
し
得
る
程
度
は

一,

般

k

豫
.期
せ
ら
れ
た
.る

所

の

僅

R

三
分
ノ

 

一
 

k
過
ぎ
ざ
る

こヾ

e
5:
(9
J

R 

し
た
。 

。

ス
タ
ゾ
ブ
の
此
計
箅
の
結
果
は
資
本
課
稅
の
主
張
者
の
中

k

多
夫
の
失
望
を
減
ぜ
し
め
た
。
 

例
へ
ば
、前
述
の

如
く

ダ

ル

ト
ン
が
其

章
句
を
引
用
し

て
意
見
の
合
致
を

示
し
た
る
ヶ
ー

ン
ズ

はずコ

\

ク

ィ

ゾ
委
員
會
^
於
け

若
し
資
本
課
稅
か
、或
は
所
得 

あ
る
な
ら
ば
吾
人
は
資
本
課
税 

失
^
ょ
つ
て
純
餘
剩
額
は
恐
ら

シルリング

れ
ば
、所
得
稅
を

一

志
增
加
す
る

L

然

ば

資
本

課

税
It

非
ず
や

」

、ど
の

.質
間
^
對 

稅に反對する答へ
 黙

で
あ
つ
て
、*
期
の
資 

あ
つ
た

I

所
で
あ
つ

硫

k

上
へ
而
も
所
得
概 

見
る
ょ
々
は
、所得
稅
一

.ノ 

v 

- 

A〜 l

s-utes of .TEVidence 
ノ
o

5
3
5

 

參

!!
a

)

 

税
を
主
張
せ

V
o

る

k

到

第ニ十四卷

C
H明九

〕

る
質
問
に
對
し
て
日
ぐ

r

パ 

.

.

•

稅
を
相
當
高

&

程
度
例
べ
ば
倍
^
引
上
ぐ
べ
き
か
を
選
ぶ
に 

を
採
る

。

.

：

• 

•

：「

相
續
耽
、所
得
稅
、

»

加
所
得
税

k

け
る

® 

く
五
千
茁
磅

V
J

な
る
が
、此
數
字
を
最
，

P

眞

k

近
さ
も
の

V
J

す 

K

等
し
さ
ど
認
め
ら
る

.
、
か

」

の
質
問
に
對
し
て
、

^

ぅ」

肯̂
定 

よ
る
混
亂
は
所
得
税

一

志
よ

A

も
遙
か
に
重
大
な
る
問
題
に 

丨
ン
ス
は

「

若
し
其
の
孰
れ

?:
選
ぶ
か

W

云
ふ
な
ら
^
資
本
課 

)
「

之
は
ス
タ
ン
ズ
氏

k
-よ
つ
て
始
め
て
明
か
^
せ
ら
れ
た
る 

本
課
稅

_

k
双
.て

㈣

人
も
感
知
せ
ざ
る

I

吾
人
も
勿
論
其
一
人
で 

た
が
、

:a：
ハ
數
字
の

«

義
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。.
吾
人
は
總
额
三
十
億 

■一
 

志
よ
も
大
な
る
負
擔
輕
減
に
相
食
せ
ざ
る
資
本
課
税
の
混
亂

?: 

志
增
加
を
以
て
遙
か

k

優
れ
た
る

^

の；V」

考
へ
る

」

ビ
叨
言
す
る
^
到 

ビ
グ
ー
も
亦

(
i

 

a
ね
五

)

同
委
員
會
の
諮
問
の
答
於
て
、
資本課
 

つ
た
個
人
的
の
理
由
ど
し
て
擧
げ
、ス
タ
ン
ブ
氏
の
計
算
は
資
料
の
許

ビ
グー

、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
卿

^

ml'
M
號 

六
七

て し  

居 て  
る ヶ 、



，
.ニ
十
四
%

C

五
.五
〇〕

む
グ
-
.ダ
ル
.ト
ン
の
'
,資本
.課
税
-論 

第
_四

號

六

八

す

.限

6

の
優
れ
た
る
も
の
で
認

め

、
之
等
の
計
算
上
の
抜

#/
的
問
題
は
祙

S

當
局
者

^

委
ね
て

I

 肩

^

-

)

。

ま

た

ダ

，
ト
ン
氏
は
同

®

員
會
の
諮
間

.答
申
に
於
て
、勞
働
黨
の

.主
張
す
，る
資
本
課
桃
に
ょ 

れ
ば

^r
r

七
千

M

_碌

:0
純
節
減
を
な
し
得
る

.:
^

の
ビ
計
算
し
た
る
ネ
、公
表
さ
る
、
統
計
資
料 

の
不
完
全
な
る
が
た
め

R
、全
べ

X

此
穡
の
計
算
は
假
設
的
の
も
の
た
る
を
免
れ
な
い
。■吾
人 

が
多
く
の
信
賴
を
措
く

^

足
る
べ
さ
唯
，一
の
計
寞
は
大
藏
省
官
史
、税
務
當
周
等
の
未
發
表
の 

資
料
を
利
用
し

#

る
人
々

^

ょ
つ

.て
作
成

.せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
：
：
：
資
本
課
桃

 ̂

i
 

.
つ
て

^

趴
_
、̂

る
相
常
の
純
節
約
を
な
ず
を
得
ず
ば
其
價
値
な
く
、ま
た
何
等
の
節
約
を
見
ず 

ど
す
れ
ば
極
め
て
遺
慽
で
は
あ
る

が

、
苦
人

.の
計
算
で
は
年
七
千
萬
磅
の
節
約
を
得
て
居
る
。

但
し
、五

r=
l
人
は
稅
務
當
局
以
外
の
例
ぺ
ば
ス

■
タ
ン
ブ
氏
の
計
算

.

對̂
し
て
も
又
何
人
の
計
算

 ̂

對
し
て
も
等
し
く
重
さ
を
置
か
な

Lr
の
で
あ
る

9

若
し
勞
働
黨
提
案
の
方
法
^
ょ
つ
て
は
喵 

節
約
額
過
少
な
ら
ば
、其
は
大
忽
ら
し
め
る
如
く
改
め
る
ま
で

C
あ

る

c£
o

ダ

^

ト
.ン氏
が
勞 

働
黨
の
提
案
に
ょ
つ
て
資
本
障
珑
を
說
明
し
た
る
場
合

R

述
べ
.た
る
通
夂
矹
率
の
細
目
等
は 

決
し
て
不
可
侵
の
本
の

.云

ふ

の

..で
は

、其
案
の
ま
旨
の

1:
明

k

供
す
る
に
あ
る
。

(

ね
(|
2:
ミ
0
3

)

然
'る

U

後
日

，Bo
a
r
d

 

of 

I
npr
n
d Re

v
e
n
u
e

 
•か

發
表
し
た
る
計
算
に
於
て
は
"勞
働
黨
提
案
の
桃
法 

を
以
て
す
れ
ば
、資
本
課
税
收
入
總
額
二
十
五
億
破

V
J

な
ぅ
、同
課

稅

後
の

祖

稅

收

入
減
は
、所
得 

稅

k

於
て

ニ

千
三
百
翦
磅
咐
加
所
得
稅

k

於
て
ニ
千
四
百
萬
破
、相
續
税

R

於
て
三
千
萵
磅

R 

し
て
鸫
計
七
千
七
瓦
萬
硫
の
減
收
を
坐
ず
べ
く
、從
て
利
子
節
約
額

一

億
ニ
千
五
百
禽
礙
よ
ぅ 

控
除
す
れ

.ば
四
千
八
宵
腐

-勝
の
純
節
約

?:
生
，ず
る
も
の

^
報

^

し
.た
'。
.
此
税
務
當
周
者
の
報 

t

l
九

ニ
五

奢

ニ
年
前
の
ス
タ
ン
ブ
氏
の
計
算

(
一

九

1
1

三
年

)

は
大
體

k

於
て
合
致
し
、資
本 

課
税
實
施

.の
避
杏
を
論
ず
る
^
就
て
は

1|
:
大
な
.る資
料

:̂
な
つ
た

の

で

あ

る

。

，

•

此
.課
k

就

&

コ. \

ゥ
ィ
ン
委

.員
會
の
多

-f
t

意
見

.，は、假
ヶ

^

勞
働
黨
の
提
案
又
は
其
ヾ

」

大
差 

な
さ
他
の
提
案

k

よ
.
つ
て
得
る
純
節
約
、負
擔
輕
減
の
程
度
が
右

.の
如
し

ビ

す
れ
ば
、資
本
課
税 

は
其
計
書
の

.大
攻
る
；

^

比
し
て
其
利
益
額

.
の：少

R

過
：ぎ
て
滿
足
せ
し
む
る
^
足
ら
な
い
ビ
す 

る
o

し
か
し
同

©

員

.#
の
少
數
意
見

(
M
i
n
o
r
i
t
y

内召

0
A

は
資
本

31
^

^
上
る
總

節

約

ビ

純
節
約 

額

ビ

の
間
の
相
異

k

就
て
次
の
願
を

指
摘

'す

石

,0
國
僙

ff
i

却
ほ

.よ

る
國

«

利
子
费
の

消
減

は 

或

1

定
率

k

於
け
る
祖
稅
の
貨
幣
收
入
額
を
減
少
せ
し
む
る
が
、又

^
ハ
率
に
：於
け
る
租
稅

R

よ 

つ
.て
徵
收

.せ
ら
る
、
實
質
的
國
民
所

.
#
總
'額
：の

'割
合

t

も
轉
少

.せ
し
：め
、其
租
税

' 
の
實
質
的
負

第

二十！：

卷
.

(

五
五
ー
し
ピ
ダ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
謫

 

0

0
 

六
九
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ニ
十
叫
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C
JI
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S)

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
：

S

資

本

課

税

.
論

 

蠢
號 

七
.
0

擔
を
輕
減
す

る
と
ど

s

'

f
 

o此
勲
は
資
本
課
税
.是
否
の

 

'論

雾

於

•て從
來
注
意
せ
ら
れ
ざ 

•る黙
で

 

'ぁ
る
が
重
要
な
ら

ず

，€

は
沄
へ
な
い

o 

'納
税
者
各
人
は
向
己

^

對
す
る
租
稅
の
負

0 

を
主

ビ

し
て
は

.己
の
所
得
な
へ
資
本
な

-
A
V 

k課
.甘
ら
，る

、
稅
.率
の
問

題

^

し
て
考

It
す
る
。
 

租
稅
を
以
て
國
民
全
體

R

對
す

.る
負
檐
ど
し
て
觀
る
ミ
す
れ
ば
、其
負
擔
を
测
定
す
る

k

就
て
、
 

租
税

k

よ
つ
て
一
定
額
の
收
入
調
達
の
結
果
ば
必
然
實
：質
的

.國
民
所
得
總
额

V」

關
係
せ
し
め 

ね
ば
な
ら
な

い
。
.
.資
本
課
稅
後
、一
定
額
、例
へ
ば
五
千
萬
磅
の
調
達

^

耍
す
る
.桃
率
は
以
前
よ 

6

も
高
か
ら
ざ

.る

.を
得
な
い
が
、其
：五
千
寓
磅
の
經
费
は
以
前

^'
比
し
て
總
國
民
所
得
の
全
く 

同

一

割
合
を
徵
收
し
て
居
る

の

で
あ
る
。
若
し
菩
人
の
國
家
經
費
に
對
す
る
能
カ
が
究
極

 ̂

於
て
總
國
民
所
得

^

よ

0

て
制
限
せ
ら
る
、
ど
す
れ

~ば
、其
は
資
本
課
稅
後

R

生
ず
る
或

a

租 

税
の

‘貨
幣
的
收
入
の
減
少

k

よ
つ
.て
影
響
を
受
く

 
S

Z

V」

が
な
い
。
資
本
課
税
に
よ
る
總
節 

約
额
ビ
純
節
約
額
ど
の
相
興
の
重
要

^
'就
て
は
之
等
の

g

一
の
考

it
R

.よつ

て

變
化
を
受
く
べ 

さ

で

あ

る

ビ

指

摘

し

て

ゐ

る

命

.

'
■

:

四 

.；

同
時

R

若
し
、所
謂

o
r
t
h
o
d
o
x

 

F
i
n
a
n
c
e

の
傳
統
的
財
政
策

^

よ

0

て
徐
々

k

國
債
®
却
を
行

I 
海
昼

EnuaHMalaBSBiaŝ
l
laglgMaga

は
む

€
す
る

^

於
て
は
如
何
な
る
程
度
の
財
政
的
輕
減
の
希
望
あ
{
や
を
知
る
を
必
要
ビ
す 

る
。
ビ

.グ
！
敎
授
は
之
を
三
項

^

就
て
觀
る
。
第

一

は
公
債
の
低
利
借
換

R

よ
る
節
約
で
あ 

る
。
例
へ
ば
五
分
利
公
偾
を
四
分
利
公
偾

^

借
換
を
な
す
乙
^
に
よ
っ
て
利
子
費
の
節
約
を 

生
ず
る
こ

'
と
は
明
で
は
あ
る
が
、今
後
二
十
年
の
裡

R

公
債
の
借
換

k

よ
っ
て

(

|
|
跳
賺
れ
灯 

攸

L L
ti
'

T

g

^

仰)

年
々
多
額
の
節
約
を
望
む
は
妥
當
で
な
ぃ

°

利
子
费

k

於
け
る
減 

额
は
國
民
の
實
質
的
負
擔

R

若
干
の
減
少
を
生
ず
る
も
、近

$

將
來

k

於
て
充
分
の
負
擔
緩
和 

の

手

段

^

し
て
公
偾
の
低
利

ft
換

^

多

く

を

依
賴
す
る

Z

ヾ

」

は

1£
當
で
な
い

v
j

す
る
コ
，ゥィ
 

ゾ
委
員
會
多
數
意
見
に
從
て
居
る
。

公
俊
借
換

R

よ
る
財
政
負
擔
の
輕
減

R

就
て
は
ダ

A

ト
ン
も
同
じ
く
多
く

?:
望
ま
な
い
。
 

過
去

^

於
て
公
偾
負
擔
の
輕
減

^

借
換
の
方
法
が
與
っ
て
力
あ
っ
た
も
の

v
j

想
像
す
る
は
一 

般
の
謬
想
で
あ
る
。
借
換

^

俟
っ
方
法
は
事
實
全
然
重
耍
な
も
の
で
な
か
っ
た
。，.大
戰
後
に 

於
て
も
國
偾
利
子

^

對
す
る
借
換
の
效
果
は
實
際
云
ふ

k
M.

ら
ず
、又
十
年
後
^
到
っ
て
も
借 

換
に
よ
る
現
在
の
利
子
費
年
額
の
十
分
ノ

 

I

の
節
約
を
見
れ
ば
甚
だ
偉
ミ
す
べ
さ
で
あ
る
が
、
 

あ

6

得
，ベ
ぐ
な
い
ヾ

」

思

は
れ
る
。
若

.し
公
偾
の
負
檐
を
相
當
輕
減
す
る

Z

V

J?:
目

的

^
す
る

第

二

十

四

卷C

五
五
三)

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
资
本
課
我
論
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七ニ

な
ら
：ば
，公
偾
借
換
は
決
し
：て
公
偾
償
却

R

代
ば
る
手
段
允
々
得
な

S

の
で
あ
る

ど
見
て
居
る

へ.

p
s
c
i
'
e
s

。『
P
G
S
C
. 

Finance 
ン
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,

\
c
s
^
w
d
i
t
i
o
n
o
h
a
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t
e
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X
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V
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•
•

第

一

一

の

黙

は

生

產

力

の%

加

^

ょ
る
稅
率
輕

減

の
可
能
性

R

就
て
ヾ
あ
る
°

生
產
カ
の
增 

加
は
所
得
增
加
を
生
じ
同

.
マ
の
收
入
を
擧
ぐ
る
に

M

か
k

低
率
の
課
踩
を
以
て
す
る

Z

ビ

が 

出
來
る

Z
€

、
な
る
。
旣
述

.の
如
く
、近
年
の
生
，產

.力
增

.加

は

_平

均

年

約

三

炎

を

示

し

又

將

來
 

の
^

產
カ
增

*

^
は
多
く

»

ぅ
得
な
い

.
の
で
あ
る
が
、假
令
生
產
カ
の
大
增

«

あ

<
?
\ 

V
J

し
て
も 

同
程
度

^

負
擔

.の，輕
減
の
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
？
國
債
は
貨
物
を
以
て
契
約
せ
ら
れ
ず
、貨
 

幣
額
を
以
て
契
約
せ

.ら
れ
て
居
る
。
事
實

•生
產
の
增
加
は
他
の
事
情
ド
し
て
等
し
く
ば
、物
價 

の
下
落
を
生
ぜ
し
め
、若
し
其
增
加
が

I
國

R

限
ら
れ
ず
廣
く
：世
界

R

亘
る
ヾ

」

す
れ
ば
極
め
て 

大
な
る
物
儐
下

.落_
を

生
ぜ
し
ひ
る
。
し
か
し
物
價
が
下
落
し
た
る
場
合

R
、或
一
定
量
の
生
產 

は
以
前
ょ

6
,も
少
額
の
貨
幣
所
得

^

ょ
り
て
代
表

S

る 

'、
乙

V
J

、
な
る
。
例
へ

.ば
、生
產

が

一一
 

倍

V
J

な
ぅ
、同
時

^

物
價
が
.四
分
ノ
一

 

下
落
し
た

6 V
J

す
れ
ば
、實
質
所
得
の
量
額
は
二
倍

V
J

な 

る
も
、貨
幣
所
得
の
量
额
は
以
前
の

 

一
*

倍
の
增
加

€

な
る

^

す
ぎ
な
い
。
政
府
の
！：愤
费

k 

要
す
る
貨
幣
收
久
额
は
以
前
ビ
變
化
な
く
、三
對

'一
一
の
割
合
に
於
て
減
少
す
ベ
く
、半
減
す
る

Z

S

は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

.且
つ
短
期
間
に
生
產
カ
が
現
在
の
傺

'
V
J

:̂.

る
が
如
さ

M
 
€

0 -
到
底
起 

為

#

ベ
か
ら
ざ
る
こ
ど
も
勿
論
で
あ
る
。

(

■
謂

笫
三
の
問
題
の
核
心
は
大
體
次
の
如
く
で
あ
る
。
若
し
將
來
、通
貨

k

關
す
る
原
因
に
ょ
つ 

て
物
價
が
半
減
し
た

A V
J

す
れ

ば
、
納
税
者
ば
現
在
支
拂
ふ
べ

&

も

. >
 

の
一
一
倍
^
等
し
き
も
の 

を
公
偾
所
有
者
に
支
挪
ふ
べ

含

乙

，じ

ゝ
な
ぅ

^

債
所
有
者
は
利
益
を
受
け

a

率
は
物
價
が
不 

變

k

し
て

一

切
の
戰
債
が
其

«

を
倍
加
し
た
る
場
合

^

生
ず
る
ど
全
く
同
程
度
^
增
加
す
る 

z 

V
J

、
な
る
。
直
ち

^

資
本
課
稅
を
課
す
れ
ば
.此危
險
を
除
く
で
あ
ら
ぅ 

5

場
合

^
於
て
は
此
れ
は
極
め
て
重
大
な
る
問
題
で
.ある 

確
信
を
以
て
豫
測
す
る
こ
ど
は
不
可
能
の
こ

v
j

で
あ
る

V

極
め
て
不
確
實
苽
る
要
因
で
あ

•つ
て
、或
は
孰
れ

も
殊

R

重

n 

o 'Figou : .POHtical. E
c
o
n
o
m
y

 of W
a
r

ノ
 

,
?10

7
- 2

0
2
: 

wtudiew .p.- 

2

の2.
2
0
5 

j

五 

•

結
果

W

し
て
生
ず
る
利
益
、即
ち
現

^

必
要
ビ
せ
ら
る
、
高 

ぅ
勞
働

^
貯
蓄

t

獎
勵

し
、間
接
に
國
民
の
生
產
カ
を
燴
進

(

.五
31
'
五〕

ビ
ゝ
ク
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
齊
本
課
税
論

な 三 將 し  

い 黙 來 ぐ  

の は を 下  

で 孰 何 落  

あ れ 等 す  

ら % 士、 ベ

r 

I

般
物
價
が
著 

が
、し

か
し
物
價
の 

依
是
觀
之
以
上
の 

さ
を
措
く
を
要
し

資
本
課
税
の 

す
る

乙

>、c_
k

よ

笫

ニ十
！
；

卷

率
の
課
税
を
輕
減 

す

る

利

益
.あ

-

O
s

ビ

笫

㈣

號

y

七
こ
ー
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第二
十
四
卷

C

五
5

0

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
资
本
課
税
論
 

第
四

双

■
七
四

1:

ム

ふ

^

對

む

て

.、資

本

課
.稅

自

體
k

附

属

す

：ベ
さ
：弊
©

な
る
も
の
が
擧
げ
ら
れ
る
。
之
等
の
點 

k

就
て
は
殊

k

主
ど
し
て
ピ
ダ
ー
敎
授
の
现
論
的
說
明
を
求
む
る

乙

ヾ

」

が
必
耍
で
あ
る
。

長
年
に
亘
つ
て
年
々
高
串
の
課
稗
を
な
す
こ
ど
は
有
害
な

夕

/

認
む
る
も
、國
債
偾
却
の
た 

め
の
特
別
課
稅
は

.傳
統
的
課
税
制

•度
の
下
に
於
て
單
一
年
度
內

‘の
徵
收
額
ょ
ぅ
名
遙
か

k

巨 

额
た
ら
ざ
る
を
得
ず

V
J

す
れ
ば

^

し
て
前
者

/ 
A
y
も

«

少
な
さ
か
。
^
課
稅
の
規
模
大
な
る 

乙
ど
は
課
稅
度
數
少
な
さ
利
益
を
無
效
な
ら
し
む

る

乙

y
j

な

含

か
ビ
の
資
本
課
稅
自
體

k

附 

隨
す
る
弊
锥
を
擧

r

る
者
が
あ
る
。
資
本
課
税
は
現
在
の
事
實
を
標
準

V
J

し
て
、人
が
现
^
有 

す
る
資
本

^

又
は
現

^

有
す
る
所
得

R
、即
ち
い
づ
れ
に
し
て
も
現

^

識
別
せ
ら
る
、
或
客
觀 

的
標
準
^
從
て
課
税
せ
ら
れ

、從

て
各
個
人
の
支
拂

.ふ
べ

5

所
は

I

時

^

支
拂
は
る
、
も
分
割 

拂

?:
許

3

る
y

ど
を
問
は
ず
、其
人
々
の
將
來
の
行
爲
ど
は
別
個

^

決
定
せ
ら
れ
る
。
假 

現
在
の
所
得
の

.ニ
ナ
割
の
特
別
課
稅
は
其
收
入
额

^

就
て
ー
割
の
永
久
的
所
得
稅
^
大
體
等 

し
ど
し
て
も
、

一

割
の
永
久
税
は
將
來
其
者
，か如
何

k

勞
力
、貯
蓄

R

ょ
つ

て

取
得
す

る

所

あ

る 

も
其
一
割
は
政
府
に

®

收
せ
ら
る
、

乙

、

な

る

^

反
し
て
、特
别
課
稅
の
場
合
に
は
唯
一

度 

決
定
せ
ら
れ

た

る

確
定
額
を
支
拂

ひ
、將
來

如

何

k

自

己

の
所
得
を
增

加

す

る

z. 

V
Jあ
る

も

其

额
ょ

6 .

も
多
く
を
支
拂
ふ
を
要
し

.な
い
の
で
あ
る
。

.唯
，將
來
更
に
資
本
課
税
の
行
は
る

つ
乙 

V
J

を
入
々
が
恐
る
、
こ

V」

な
く
ば
、特
別
課
税
の
方
法
は
繼
賴
的
課
税
の
方
法
ょ
う
も
生
產
を 

阻
齊
す
る

'乙

V

少
な
か
ら
ざ
る
を
得
な

S

の

で

あ

る

。

，

 

國
債
偾
却
の
た
め
の
芭
额
の
特
別
課
税
は
.第
一
次
課
軛
の
偾
却
未
濟
の
部
分
を
偾
還
す
る 

た
め
の
み
な
ら
ず
、

全

く
國
偾
偾
却
、/

」

關
保
な
さ
目
的
の
た
め

^

繰

返

3

る
べ
し

V」

の
豫

測

を 

生
ぜ
し
め
、人
々
の
貯
蓄
心
ビ
從
て
其
國
の
資
本
財
の
增
加
を
妨
げ
、生
産
力

k

對
し
て
布
®
な 

る
影
響
を
與
へ
る
。
斯
く
し
て
生
ず
る
弊

«

は極めて太である主張

^

れ
る
。
し
か
し

.
 

資
本
課
稅

k
し
て
一
度
び
實
際

k

行
は
る
れ
ば
、

ff
i

當
の
：期
間

£
.

就
て
は
問
題
は
落
着
し
た
る 

も

f

j

し

て、將
來
に
就
て
の
不
安
の
念
は
實
際
に
は
減
ず
る
で
あ
ら
う
。
從

て

此

就

て 

の
反
對
は

.重
大
な
る
も
の
で
は
な

S

。

(

I

•
フ
I

既
ド
行
は
れ
た
る
資
本
課
稅
が

?1
施
.行
せ
ら
.れ

ず

i

ふ
保

證

の

必
要
有
無
^
就

て

ダ

ル
 

ト

V

氏
は
、此

事

の

性

質

上
，斯
る

一保
證

の

' 在

る
ベ

さ
理

な
く
、此
課
：稅

k

し

て

行
は

8

日
™

び 

之
^

行
ふ

乙

€

の
皞

案

あ

う

€■
す

れ

ば
、
:li
t
ハ
時
の
事
情

k

照
し
て
其

0

案
の
長
短
を
考
處
す

ベ
 

さ

で

あ
.る
。

唯

ミ
現
在

の
提
案

は
特

•別

の

目

的

.
の

た
め

R

一
 

:

度

限
う
資
本
課
稅

を

行
は
ん
ヾ

」

第
ニ
十
四
#

c

五
^
七〕

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
：論
' 

第
四
越
.

七
^



鲈l
l
r
-
S

卷

C

五
五
八)

ビ
グ
丨
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
：税
論 

第
四
號 

七̂

す
る

u
在
る
。一
旣
に
現
在

「

資
本
課

S

行
は
る
、
か
の
不
安

」

の
下
ド
在
る
の

.で
、其
，不
安
は
資 

本
課
稅

k

反
對
す

.る
限
々
消
え
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
蓋
し
現
在
の
程
度

'の
公
偾
の
存
續
す
る

Z 

^

が
常

k
”一 

の
不
安
の
因
で
あ
る

0

資
本
課
稅
を

.興
施
せ
ざ
る

Z

ヾ

」

の
最
良
の
保
證
は
急

 ̂

k

公
債
を
減
少
せ
し
む
る
乙

VJ 

k
あ
る
。
現
代
の
政
治
家
.は
之
を
两
施
せ
ざ
る
こ
ど
を
誓
約 

し
#
る
ど
し
て
も
其
後
代
の
人
々
を
或
は
人
民

 

一
m

t
保
證
拘
束
す
る
こ

V」

は
出
來
な
い
の

で
あ
る
ど
述
べ
て
居
る
。

^

廣

^

^

^

.

)

.
'

•

 

+
.
.
.
.

 

.

ベ
シ

クク

i

フ
ゥ
レ
ン
ス

(
P
e
t
h
i
c
k
-
L
a
w
r
e
n
c
e
)

も
此
保
證
の
問
題

R

就
て
、現
在
の
人

々

は
將
來

の
人
々
を
絕
對
的

^
拘
來
す
る
を
得
な
い

(

が
、各

人
は

自
ら

拘
束
す
る

?:
:
得

て、此

資
本
課
税
の

. 

提
案
は

^

‘れ
る
戰
時
則
政
の
必
然
の
結
果
で
あ

A
、他
日
あ

A

得
べ

■.か
ら
ざ
る
大
事

^

の
«
び
 

生
じ
た
る
揚
合
の
外
は
之
を
繰
返
す
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ど
を
明

^

せ
ね
ば
な
ら
な
い
ヾ

」

云
ふ
。
 

(denc

; l0449<，)

又、資
本
課
稅

k

極
力
反
對
す
る
者

^

あ
つ

'て
も
、例
へ
ば
マ
ッ
ヶ
ナ
ァ
の
如
さ
、
 

將
來
此
剖
稅
を
行
は
ざ
る
保
證

k

就
て
は
其
必
粟
を
全
然
否
定
す
る

0 

.マ
ッ

ヶ
ナ
ァ
自
身
は 

資
本
課
税

;H
ハ
者
を

否
定
し

て
惡
踩
ど
な
，す
の
で
あ
る
が
、而
も
若
し

假
ぅ

^'
有
利
な
々
ど
す

1 

ば
两
び
將
來
の
何
等
か
の
機
會
に
資
本
課
稅

の
實
行
を
妨
ぐ

ベ
•

拘

束
笼
項
を
設
く

 

V

さ

部

加 I t 役 ざ 少 用 る 限 當 で 由  

ど 要 資 樂 立 る く し 。 保 な あ は  
な す 本 觀 つ べ ビ 同 何 證 る る な  

る る 課 に ど き も 時 等 の を ど い
o

將
來

rf
び
行
は
れ
.ずざ
の
假
定
の
下
に
資
本
課
税
問
題
を
論
ず
る
こ
ビ
は
不
可 

考
へ
て
居
る
。

s
e

T
e

: M
f
s
t
r

。0

.=
1
ル
ウ
ィ
シ
委
員
會
の
報
吿
は
、右
の
主
張
の 

認
む
る

も

、其
方
法
が
有
利
な
る
方
法

V
J

な
る
や
否
や
は
少
な
か

ら

ず
、何
等
か
の 

存
否

k

懸
ぅ
、從
て
其
制
限
を
如
何

^

す
べ
さ
か
^
就
て
考
朦
す
る
の
要
あ
办
ど

る

>
V
J

す
れ
ば
其
範
園
を
廣
汎
に
し
一
切
の
贅
本
財
產

^

ベ

か
ら
ず

S
な
し
て
居
る
。

：

其
課
稅
は
非
常
の
立
法
に

し 

重
大
不
測
の
危
機
の
生
じ
た
る

k

非
ざ
れ
ば

W

び
之

?:
行 

要
す
る
。

.

.斯
る
.保
證
は
意
義
あ

ぅ
ボ

安
を
緩
和
せ

し
む
る 

之

^

ょ
つ
て

.
全
然
不
安
を

|

掃
し
得

ベ
し
ヾ

」

期
待
せ
ば
餘 

ぅ
ど

述
べ
て
ゐ
る
。

し
て
擧
げ
ら
る
、
第
ニ
の
說
は
、公
僙
利
子
®
債
基
金
の 

た
る
場
合

S

ハ
結
果
は
減
稅

k

非
ず
し
て
政
府
の
經
費

年 稅 す は こ 數 Iこ か 

收 k ぎ 信 ど 苹 期 の  

入 屬 る ず を 間 限 保  

額 す も る 明 は を 證 
が る の も に 何 限 が  

減 弊 で し す 等 ら 與  

少 害 あ か る か ざ へ  
し ビ ら し を の る ら

h に 丨 よ て 適 す 制 妥

た

め 

の
增 

大
體

R

於
て
政
府
の
經
費
膨
脹
を
抑
制
す
る
力
を
弱
め
る
，

s；

€ :
は.あ
ら

ぅ

ヾ」

し
て
も
、政
府

の

一切

笫
ニ
十
四
卷
ハ
五
五
九〕

ゼ
グ
1
、
ダ
ル
ト
ン
の
突
本
課
税
論 

第
四
號 

七
七

ベ'

し

の

非

難
で

あ
る

O

假

b
に

國

債
の

不
億

磅

'k
償
却

す
る

乙

は



筋

ニ

十

四

卷(

五六〇

〕

，

ビグー、ダルトンの資本課税

.論

. 

笫四號
 

七八

の
猶
類
の
經
費
が

®

費
で
は
な
い
。.時
に
政
府
は
其
敎
育
費
養
老
年
金
或
は
其
他
の
社
會
改 

良
事
業
費
等

?:
增
加
し
た

.る
た
め
に
經
費
膨
脹
の
非
雛
を
受
け

.易
い

0

勿
論

.政
府
•か社
會
改 

良

^

費
し
て
其
國
民
の
利
益
ど
な
る
程
度
に

'は
或
限
界
が
あ
る
。

(

球
機
、

I

餘)

而
し
て
其
限
界 

は
悉
く
ビ
は
云
ば
ず
主
ど
し
て
依
存

^

る

、
所

は
、其

國

の

實
質
的
所
得

V
J

政
府
の
機
關
を
經 

て
行
ふ
所
の
實
質
的
消
耗

.的
經
費

^

の
割
合

k

あ
る
。，
然
る

R
、內
國
偾
费
は
移
轉
的
經
©

た 

る

こ

^

1

般

R

知

悉

^

れ
ざ
る
が
た
め

S

I

 I
、

註)

內
國
債
費
の
た
め
.に
多
額
の
移
轉
的
經 

費
が
存
在
す
れ
ば
社
會
改
良
の
經
费

?:
し
て
其
當
然
の
所
よ

A

も
制
限
せ
ら
る

'、
R

到
る
ベ 

し

v
j

云
ふ
推
測
が
存
す
る
の
で
あ
る
？
假
令
，國
債
偾
却

^

よ
つ
て
豫
算

R

餘
裕
を
生
じ
た
る 

結
果

V
J

し
て
新
經

®

が
着
手
せ
ら
る

Z

也
ぁ
る
も

.、其
ば

1
.

切
が
浪
費
の
み
で
あ
る
ヾ

」

推
定
す 

べ
さ
现
由
は
な
い
。
妥
當
な
る
政
府
の
經
費
も
、不
當
の
經
费
ど
等
し
く
、を
れ
が
た
め
に
稅
率 

の
引
上

^

要
す
る
。

し
か
し
、妥
當
な
る

«

費

ビ

は
、其

經

費

R

よ
る
利
益
が
其
資
金
調
達
^

よ 

つ
て
當
然
生
ず
る
不
利
益
よ
々
も
大
な
る
も
の
を
意
味
す
る

.を
以
て
、此
税
率
增
加
は
本
來
資 

本
課
稅

R

よ
つ
て
生
じ
た
る
税
率
低
減

t

消
滅

せ
し
む
る
も
の
ど
解
す
ベ
き
で
な
い
。
其
税 

率
低
減
の
全
部
は
資
本
課
税
を
楚
、

H
Jす

る
.
.も
の

V」

し
て
擧
げ

ら

る

ベ
.
$

も
の
で
あ
る

.？
政

0

尧ャの 

^ 浪: 

费 

防 
&  
の 

手 

段

ど

し

. て

公
像

^

偾
.邀
を
主
張

す

る
の

論
：は
成
立
し
な

%
办
で
あ
る
。
ハ
^
^.

.資
本

る

乙
ビ

特
別
課 

あ

る

yj

實

質

賃

ま

.る

f,  

の
で
な 

其
資
本 

る
を
得 

此
說
の 

の

#

社 

_)

唯
,

課
稅
其
漭

R

對
す
る 

k

ょ
つ
ゼ
恐
ら
く
產 

税
方
法
も
必
然
産
業 

主
張
せ
ら
る
、
が
、之
 

鈒
は
其
ょ
々
生
ず
る 

も
の
で
な
い
。
產
業 

い。
此
點
凌
で
は
認 

は
直
ち
^
補
填
，せ
ら 

な

S

で
あ
ら
ぅ

v
j

云
 

述
ぶ
る
所
ほ

\

レ
の
も 

は
資
本
課
稅
を
課
せ

第
三
の
反
對
論
は
、其
課
税
の
企
圖
す
る
巨
額
を
現
實

R

徵
收
ず 

業
榄
亂
の
結
果

?:
生
ず
ベ

.し

ビ

云
ふ

R

茈
く
。
例
令

^

何
な
る 

よ
ぅ
瓦
額
の
資
本
を
奪

a
其
存
在
の
手
段
を
剝
奪
す
る
も
の
で 

は
當
ら
な

い
。

產
桊
資
本
は
エ
場

«

械
、原
料
、貨

物

1:
よ
办
成

' 

の
で
あ
る
。
其
孰
れ

^

娜
も
資
本
課
税
^
よ
つ
て
產
業
よ
ぅ
奪 

全
體

k

對
す
る
資
本

の

供
給

k

何
等
直
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
も 

む
る
ヾ

」

し
て
も

#

個
の
企
業
よ

6
多
額

k

蓮
轉
資
本
が
奪
は
れ
、
 

る
、
ぶ
な
く

#

て
多
く
の
事
業
が
閉
鑛
.の止
む
な
さ
に
到
ら
ざ 

ふ
。
此
批
雛
は
稍

t

內
容
あ
る
說
で
あ
る
。
し
か
し
、吧
困
_
も 

の
で
は
な
い

o

英
國
產
業
の
大
ド
部
分
は
會
社
企
業

^

屬
し
、共
等 

、ら

れ
ず
、資
本
の
剝
奪

?:
被
る

/

も
な
い
。

(

補
，f 

J

端
に

V X
叫
聽

g

個

人
的

企

業

が

殘
る
o

虫：

企
業

主

が

其

事
業

以

外
k

資
本

課

视

を

支

拂

ふ

足
る

第
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八
〇

力
を
有
す
.：れ

.
'ば
、其
事
業
は

.何

等

の

損

：害

も

：被

る
乙

ど
は
な

い

:0
し

か

し
*

際
其
資
力
の
全
部 

を
直
接

R

又
は
借
入
金
の
擔
保

V
J

し
て
自
己
の
事
業
は
固
定
し
あ
る
も
の

k

就
て
は
、一
度
に 

多
額
の
資
本
課
稅
を
支
拂
は
む

V
J

す
れ
ば
其
個
人

企

業
は
多
大
の
損
害

t

被
る
で
あ
ら
ぅ
。
 

斯
る
事
業

^

對
し
て
は
特
別
の
規
定
を
殷

け
、
充
分
の
理

ft
の
明
な
る
場
合

k

は、大
藏
浴
を
し 

て
一
定
年
限

k

亘
つ
て
分
割
拂
を
受

理

せ
し
む
る

^.
マ

J

を
許
せ
ば
實
行
可
能
で
あ
る

。

.唯

t 

此
支
拂
方
法
は
最
惡
の
場
合
の

.一

の
救
濟
手

.段
ど
し
て
の
み
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
斯
く
適 

當
の
處
置
を
以
て
す
れ
ば
#
別
課
税
が
事
業
よ
々
實
質
的
資
本
を
奪
ふ
，

.
こ

V

J

Rよ
つ
て
.損書 

を
興
ふ
る
の
危
險
は
殆
ざ
な
い
の
で
あ
る
。

(

^

^

•8 ^
,1)

右
の
如
く
、直
接
產
業

^

害
を
與
へ
ず
^
し
て
も
^

融

5:
通
じ
て
間
接

^

損
害
を
與
ふ
る

乙 

ど

な
さ
か
の
說
が
あ
る

。
' 

S己
の
課
稅
额
を
支
拂
ふ
資
金
調
達
の
た
め
、人
は
有
價
證
券

?:
市 

揚

k

投
出
し
、價
格
の
大
下
落
を
惹
起
し
、續
い
て
の
有
價
證
券
暴
落
は
擔
保
貸
付
を
變
動

せ
し 

め
、必
然
產
業

^

反
響
を
及
ぼ
す
こ
ど
、
な
る

S

云
ふ
。
し
か
し
、少
く

 

V」

も

ft
說
の
一
部
よ
誤 

解
に
基
く
。
旣

R

資
本
課
耽
案
の
說
明

^

於
て
述
べ
た
る
如
く

^

し
て
現
金
^
て
支
拂
ふ
さ 

を
要
し

^

い
の
で
あ
る
。

且
つ
、其

課

•«
歌
入
は
戰
債
所
有
者

^

償
還

：す

る

た

め

^
用

a
ら

る

が

故

之

等

.の

問 價 反 處 的 鈒 る
答 コ 格 響 置 態 行 人
は ノ レ の Iこ k 度 k  々

右 ゥ 間 よ し （こ よ の
證

#

k

つ
て
處

出
づ
る

 

て
當
を

 

つ
て
產

 

の
高
低

 

ィ
ン
委 

の
問
題

を M  H 業 得 k 置 對 人  

よ 會 は Iこ れ 於 ^ す  々

< に .變 重 ば て れ る は  

說 於 動 大 毫 は 得 需 納  

明 け を な も 通 る 要 稅  

す る 見 る 請 慨 の ど 者

k

し
て
證 

は
恪
丨
同 

で
あ
る

0
 

を
惹
.起し 

券
價
格
の 

.困

»•
损

®

る

乙
ノ
レ
も 

ス
タ
ン
ブ

z>
o

氏 あ の 大 m 若 额 #  

G ら 生 暴 券 し で を  

こ う ず 落 價 其 あ 賣  
s ° ベ を 格 取 ら て  

を & 處 の 引 う 資  
^ こ る 大 の °金 

B ^ ベ 暴 處 其 を
^ は き 落 置 間 要  

^ な 理 を を の す
ピ 

グ

I

敎 

授 

ミ 

の 

左
の

い 由 生 誤 金 る  

° な ず I)、 融 者  

唯 く る 或 の く  

ハ 金 で は 空 愤  

各 融 あ 鈒 丨 康 還
行 は を  
が 容 受  

妨 易 け  
碍 k  n

種 界 ら

の よ う

證 う ° 
券 の 其

(

誰〕

ス
タ
ン

プ

R「

^

下
が
銀
行
に

ょ
る

.

妨

0 

€

考

は
ゲ

X

場

命

に、如
何
な
る
程
度
の
、去
は

K
0 

極
的
.抵

抗

が

.焚

.際に
資
本
課
税
.を潰
減
.せ
し
む
る
に
必
耍

€

せらるるか

」

乂 r

其課税を突

 

.

持する銀行家の涖火の好寧

€
確
信
を
要
す
る
か

,1
-——

の間に對して

「

何人も未だ證

 

券
を
質
ふ
ベ
き
を
を
得
ざ
る
に
先
立
つ
て
、人
が
證
，券
を
寶

6

む
欲̂
す
る
中
間
の
時
期
が

 

ある。
若
し
銀
行
が
其
期
問
證
券
贸
入
ん
欲
す
る
者
に
貸
附
を
抠
み
、人を
し
て
其
期

11
0

中 

證
券
を
保
有
せ
し
め
得
る
貸
付
金
融
通
を
拒
む
に
於
て
は
恐
慌
を
惹
起
せ
し
め
ざ
る
を
得
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八
ニ

な

い。
.

.
菩人は、飯行
家
の
反
對
は
他

'
の

何

人

の

反

抗

ょ

リ

も

逾

.か

に

m

要
で

あ

6
う

£

考
へ
る
の
で
あ
る

」

ミ

答
■へて

居

る

.0
ハ̂
B-
&
g
gs.
w
v
i
d
e
n
c
e 

p. 

4
4
7
00
ン

從
て
、銀
行
家
の
側

k

於
て
誤
解
或
は
敵
意
の
宣
傳
の
成
功
あ
れ
ば
容
易
に
金
融
恐
懢
を
發 

生
せ
し
め
一
時

J

般
の
.混
亂
を
生
ぜ
し
め
得
る
ど
云

'は
ざ

る
を

#

な
い
。
從
て
、有
利
な
る
心 

理
的
環
境
の
下
に
於
て
は
、資
本
課
稅
徵
收
の
實
行
に
附
隨
す
る
损
害
は

/!
>ノ
で
あ
る
が
^
利
な 

■る
心
理
的
環
境
の
下

k

於
て

.
は
其
損
魯
は
極
め
.て
大
で
あ
つ
て
、恐
ら
く
は
其

^

ょ
つ
て
期
待 

3

る
、
利
益
の
全
部
を
も
凌
駕
す
る
で
あ
ら
う
。

(
s
p
f

咕
1
1.
れ
。
! ^
む

同
じ
く
、ス
タ
ン
ブ
氏
ヾ

」

の
問
答

R

於
て
ダ
ダ
ト
ン
敎
授
は
'
切
の
合
理
的
恐
怖
は
合
理
的 

豫
防
手
段
を
以
て
應
ず
る

Z
ビ

が

出
來
る
ヾ

」

考
へ
る

ノ

ス
タ
ン
ブ
が

#

本
課

.稅

R

固
有
の

J 

切
の
實
質
的
困
雛
は
其
計
書
自
體
の
豫
備
規
定

k

ょ
つ
て
處
置
し

#

るヾ

」

云
は
る
、
か

」

ヾ

」

問 

ふ

^

對
し
て

「

其
が
菩
人
の

*

見
で
あ
る

」

ど

答

へ

：
：
：

「

成
者
は
人
が
充
分
之

?:
明
な
ら
し
め 

て
も
尙
ほ
了
解
し
や
う

v
j

し
な

S

者
も
あ
る
が
、大
體

k

於
て
、眞
實
善
意
の
不
安
恐
慌
は
詳
密 

の
規
定
の
設
定
に
ょ
つ
て
排
除
す
る
ミ
ど
が
出
來
る

V
J

信
ず
る

」
V
J

答

へ

て

居

る

5
S

) 

ま
亦
日
，く
銀
行

r

豪
階
級
の
組
織
的
反
對
が
資
本
課
税

を

し
て
：實
行
不

可

能
な
ら
し
め
る

S

一

k

ふ

も

.、
吾
人
は

其
危
險

0-
貧
在
を

^

^

金
融
恐

«-
混

«L
.
に

ょ

0-
て
•
一
 

切

を
失

A

ベ
さ
鈒

行

R
 

關
し
て
、疑
は
ざ
る
を
得
な

い
。

議
會
，大
藏
省
、內
國
收
入
局
の
權
カ

R

し
て
斷
乎

€

し
て
行
使 

せ
ら
る

‘

^
於
て
は
、富
裕
有
力
な
々
ど
雖
も
比
較
的
少
數
の
不
同
意
な
る
納
稅
者
の
反
抗
は 

排
除
し

#

る

ヾ

」

考
，へ

る
。
他
の
根
據

R

就
て
は
正
當
な

ク

<£
せ
ば
、斯
る
脅
嚇
あ

る
に
ょ
つ
て

 

其
提
案
を
撤
囘
す
る
が

如

さ

は
姿
當
で
な
い
ど
考
へ
る
の
で
あ
る
。

(

p g
t

p

^

M
 
^

3

S

)

此
.間
題
に
就
て

n

ル
ゥ
ィ
ン
委
員
僉
の
見
解
は

'
P
本

m

税
罾
極
罈
の
結
裉
を
▲
ずる程に

 

必
.す人心

.
を

M
'成
.す
:る
.
-も
の

S
は
.
.
.
.
想：像
せ

.ざ

.る：も、强
き
不

.

.滿
を
，以
て
迎
へ

6

る
.>€
は
赁

 

する。
此
課
稅
が
大
戰
莊
後

.、韈時
犠
牲
の
性
質
を
帶
び
る
の

‘觀
あ
リ
し
當
時
な

A>
ば、今日

 

ょ
リ
も
一
層
容
具
に
放
認
さ
る
べ
さ
こ

--
?

」

は
課
税
賛
成
盎
反
對
者
の
俱
に
意
見
の
一
致
す

 

る
所
で
あ
る

C

反
對
の
理
由
の

.中
に
は
丼
が
排

^

の
極
め
て
困
難
な
る
も
の
が
あ
る
が
、ゆ

 

が思

.想
の
變
化
を
齋
ら
す
こ

w

もあリ得る。

E

抜
課
税

®'
-
觀
念
は
確
に

M

近
こ
十
年

|!
0 

に
箸
し
く
變
化
し
た
る

.も、納
税
者
の
贸

0 

^
な
し
得
べ
き
年
々
の
租
税
ミ
單
ー
聚
斷
の
方

 

法(

資本課税

〕

の
問
に
は
眞
正
の
類
似

‘

求
む
る
と

2

は出來ない

C

又
一
切
•の
誤
解
に
し

 

て
一
掃
せ
ら
れ
た

W

しても、

^

ほ
.
ぽ
對
論
の
採
リ
得
ベ
各
多
.くの
正
當
な
る
极
據
の
存
す

 

る
も
の
が
あ

■る

,0「
Report 

p. 

2
9
6)

六

第

二

十

四

卷

(

五
六
五

〕

ビ
グ
一
、
ダ
ル
ト
ン
の

.
資
本
課
税
'論
 

第
！
：

號 

八
三
'



一一

十四卷

C

五六六

)

ビ
グ
丨
、
ダ
ル
ト
ィ
の
資
本
諫
雄
論 

第

四

號

八

四

資
本
課
税
の
負
擔
分
配

^

就
て
、所
謂

o
r
t
h
o
d
o
x

 

F
i
n
a
n
c
e

k

於
け
る

.ヾ」

其
公
正
の
激
ょ
办

 ̂

て
孰
れ
が
優

.
'れ
る

か

の
問
題
が
あ
る
。
後
者

^

あ
つ
て
は

^

人

^

課
せ
ら
る
、
負
擔
は
、各
年 

の
來
た
る
每

^

其
者
の
能
カ
^
應
じ
て
定
め
、前
者

k

あ
，つ
て
は
後
日
生
ず
る

M

s
あ
る
ベ
さ 

财
產
の
變
化
を
見
ず
或

|

時
點

R

於
て
其
分
酡
を
決
定
す

る

の
で
あ
る
。
從
て
若
し
同
等
の 

智
能
を
以
て
特
別

.

.課
稅
案
ど
繼

.續
的
課
稅
案
.ポ
を
各

 

<
:計

書

し

た

々

、、し
す
れ
ば
、前
者

が

後
者 

ょ

々
7
P

負
擔
公
正
の
黠

k

於
て
劣
る
作
用
を

'な
ず
乙
ど
は
已
む
を
得
な
い

6

例
へ
ば
所
得
稅 

を
紫
進
せ
し
む
る
；如く

'特
別
課
稅
を
紫
進
せ
し

め

得
る
、
/

J

し
て
も
#
別
課
稅
ド
あ
つ
て
は
其 

課
税
の
及
ぶ
期
間
の
，家
族
的
事
情
の
必
要
纪
適
當
の

'
.酙
酌
を
な
す
を
得
な
い
。
個
乂
的
事
情 

の

»

酌
は
課
稅
當
時
に
於
て
の
家
庭
事
情
ド
就
て
は
な
し

#

る
も
、や
が
て
生
ぜ
む
ど
す
る
事 

項

0

つ
い
て
酙
酌
を
加
ふ
る
こ

V
J

が
出
來
な
い
ど
云
ふ
欠
黯
を
，備
へ
て
居
る
。

更

R

1

般

k

提
唱

せ

ら

る

、
資
本

S*
税

の

形
態

即
ら

有
形
資
本
に
課

せ

ら

る

、
課
税

^

あ 

つ
て

は

、̂

形
資
本
の
所
有
者
ど
無
形
資
本
た

る
.個
人
的

所
得
獲
得
能

力
.
ど
の
間
に
重
大
な
る 

不
平
等

.を

.生
ず

る
。
特
別
課
税
は
國

.債
費
の
.た
め
に
要
す
る
將
來
の
課
税
に
代
る
も
の
な
る 

を
以
て
、所
得
獲
得
能
力
を
有
す
る
者
は
將
來
の

.
課
稅

' 低

減

k

ょ

o
て
利
益

を

享

く
る
が

故

k

I

此
特
別
課
稅
の

f

部
を
負
擔
す
べ
さ
は
當
然
で
あ
る
。

.
然
ら
ざ
れ
ば
、此
無
形
資
本
を
有
す
る 

人
々
に
有
利

^
、有
形
資
本
を
有
す
る
者
に
不
利

^
、國
民
各
自
の
負
擔
分
配

^

著
し
く
變

31
す 

る
の
結
粜

?:
生
：ず
る
で
あ
ら
う
？

從
て
ピ
グ
ー
は

原

理

€'
し
て
は
特
別
課
税
は
有
形
資
本
も 

亦
無
形
資
本

t

も
，含

む

ベ

さ

も

の

S

信
ず
る
が
、之
を
實
行
す
る

.

は̂
明
か

^

多
大
の
困
難
を 

伴
ふ
。

..
例
へ
ば
、人
の

一

定
所
得

_

_

#の
能
カ
の
現
在
俱
値
は
其
者
の
壽
命
に
お
右

^

れ
、胄一 

職
業
に
就
く
も
年
齡
の
異
る
に
ょ
つ
て
人
々

k

不
同
で
あ

るa

 

'双
在
の
所
得
能
力
の
み
な
ら 

ず
，將
來
共
能
力
を
增
加
し
得
.る
や
否
や

も

酙
酌
せ
ね

' ば
な
ら
な
い
：が
、之
は
明

k

實
.行
不
可
能 

で
あ
る
。

又
、資
本

g

桃
？
並
ん
で
勤
勞
所
得

0

特
別
稞
を

'以
.
て

す

る

；
方

法

：

(

ダ

ル
ト

ゾ

の
提
案

) 

は
即
ち
投
資
所
得
の
課
税
：

?:
減
じ
て
勤
勞
所
得
の
課
税
を
減
ぜ
ざ
る

_

#
ヒ
な
う
、財
產
所
得 

重
課
、動
勞
所
得
輕
課
の
民
主
主
義
的
精
神
の

ff
i

る
所

W

な
ら
な
い
：で
あ
ら

.

.う
。
.
斯
く
て
特
別 

課
税
は
其
性
質
上
繼

«

的
課
税
ょ

i

稍
公
正
を
欠
か
ざ
る
を
得

'な
ぃ
が
、共
實
行
上

k

は
一 

層
公
正
を
欠
く

>

‘

、
な
る
の
傾
向
が
あ
る

。

^
|1
が
靜

^.
為

.约

)
:

し
が
し
、ダ
ル
ト
ン
敎
授

R

あ
つ
、て
は
資
本
課
税
公
正
の
問
題

?:
次
の
如
く
考
へ
る
。

公
正
の
根
據
ょ
々
論
ず
る
主
な
る
所
說
は
、大

g

^
tu
征
し
な
る
入
々
が
、當
時
國
內

k

在
々

第
二
屮
叫
卷

(

五
六
七)

ピ
グ
ー
へ
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
論
 

第
四
號 

八
芄



第

ニ

十

四

卷(

五
六
八〕

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
論 

笫
四
號 

八
六

又
多
く
の
場
合
此

.國

:

の
®
時
必
需
品
に
ょ
っ
て
巨
富
を
作

ク

た
る
者

R

利
宇
を
^
*
ふ
た 

に
、今
日
重
税

^

課
せ
ら
れ
て
居
る
、此
事
は
甚
し
く
不
公

 

'正
な

A
V 
く
云
ふ

' 
一般
の
所
論

^

罟 

は
與
す
る
。
資
本
課
稅
の
主
要
利
益
の
一
は
.单

^
負

»

の
廢
除
：？
社
會

R

與
ふ
る
純
利
益 

あ
る
の
み
な
ら
ず
、殊

k

祖
桃
の
負
擔
、敎
育
其
他
の

.便
，益

の

缺
§

感
ず
る

.壯
年
靑
年
の
人

よ

i

:t
L
ハ
負
擔
を
旣

R

致
富
安
樂
の 

の
人
々
は
大
戰

R

出
征
せ
ず
而
も

へ
 Dalton in Minutes

o
f wvldence 

ノ
. 

ノ
 

、ノ 

ノ
 

一
 
1 

493. Fubilic Finan.ce p. 

2
. 6sy

も
の
で
あ
る

乙

€

は
'ダ
ダ
ト

V

自 

旣
述
の
如
く

 (

鉢|

一)

コ
ダ

ゥ
ィ 

人
々
ド
よ
つ
て
大
.な
る
努
力
の
な 

現
代
の
人
々

ビ

將

來

の
人
々

V
J

の
 

税

R

よ
る
大
部
分
の
公
偾
偾
却

?: 

K

或

1

時
代
の
蓄
積

3

れ
た
る
富 

合

u
.

も
不
公
正
な
办

V」

非
雛

さ

る

生
活
を
す
ふ
老
年
の
人
々
の
負
擔

0

移
ず

^
.あ
る
。
其 

戰
後

^

於
.て
は
戰
前
ょ

C
V

も
當
裕

V
J

な
つ
た
の
'で
あ
る 

の
根
據
は

'時

.の
經

'過

V
J

共
に
次
第

R

其
重
要
性
を
減
ず

ら

も

SJ
め

、て
遺
慽
ヾ
し
す
る' 所

で

あ

る
0(

g l
^

L

。
^
. 

5
0
。

)

る 等 々 に 人 め

ン
委

M
會
多
數
意
見

は
、戰
僙
負
擔
の
輕
減
の
た
め
當
代
の 

5

る
べ

f
s
"
b
z
V
J

 

.の
疋
當

な

‘る

は
認
.め
る
の
，

.で

.あ
る

が
•_ff
l
jも 

間
の
負
擔
の
公
正
な
る
分
配
そ
の

l̂
V

J

kょ
つ
て
資
本
課 

是

€

す
る

^

足
る
ど
は
考
ベ
な
い
の
で
あ
る
。
菩
人
は
、單
 

k

對
す
る
課
稅

V
J

し
て
觀
た
る
資
本
課
稅
は
，如
何
な

る

場 

ベ
き
で
あ
る

V
J

抽
象
的

^

斷
案
を
下
す
の
意
な

&

も
、同時

k
、資
本
課
税
に
正
當
の
根
據
を
與
ふ
る

^

は
極
め
て
特
殊
.事
情
を 

ニ
〇
年

^

は
恐
ら
く
實
现

3
.れ
た
る
も
、今
日
^
於
て
は
存
在
し
な 

理
ょ
々
其
適
用
^
移
れ
ば
、

:fe
l
lハ
は
多
く
の
黙

^

於
て
必
然
不
卒
等
を 

本

^

賴
ら
ざ
る
大
動
勞
所
得

^

不
當

^

利
益
を
與
へ
、又、靈
定

!t
% 

る
よ

{

も
遙
か

R

明
白
な
る
不
平
等
を
生
ぜ
し
む
る
の
で
あ
る
ヾ

」

必
要
ビ
し
、其
事
情
は
一
九 

い。.
此
課
稅
の
抽
象
的
原 

含
み
、節
儉
を
罰
し
、有
形
資 

k

就
て
現
行
制
度
^
存
す 

の
結
論

?:
下
す

。

(

§1
セ
/

rommlttee) 

p. 2
9
0 

)

但
し
同
委
員
少
數
意
見
は
次
の
黙
を
指
摘
す
る
。
..右の
如
く
資 

て
正
義

^

反
し
又
經
濟
的
^
も
辯
護
し
得
ず
ビ
の
說
は
反
對
論
中 

屢

(<
看
過
せ
ら
れ
た
る
他
の
要
因
を
考
虛
す
べ
さ
も
の

i

思
ふ
。

財
產
の
取
得
の
た
め
に
は

「

節

#」

は
唯
一
の
必
要
條
件

R

あ
ら
ざ
る

.

較
的
ょ
含
賃
鈒
、週
三
磅
を

#

る
勞
働
者

k

あ
つ
て
は

^

何

k

節
約 

黙

ど
す
る

資
本
課
税
の
範
圓

R

入
る

こ

V
J

は
な

s

。
節
儉

R

ょ
つ 

を
取

#
す

れ

ば
、
事

«
:!
£

ハ
美
德
を
備
へ
併
せ
て
其
美
镲
を
行

使
す

ベ

を
示
す
の
で
あ
る
。

；
第
ニ
 

か

R
、極
め
て
多
數
の
所
有
財
産
は
何
等
其
現
所
有
者
の
節
儉

笫

ニ

十

四

卷C

五
六
九)

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
論 

第
四
號 

八
七

本
課
稅
は
節
儉
を
罰
し
從 

最
有
カ
の
も
の
で
あ
る
が 

第 

一
R

3£
千
磅
を
超

ゆ
る 

r
J
V
J

で
あ
る
。
假

6

k
比 

?:
な
す
も
五
千
硫
を
免
桃 

て
五
千
磅
を
超
ゆ
る
財
産 

さ
財
カ

5:
//
有
.す
る

M

<£



第
ニ
十
£
卷

(

五
七
9

ビv

丨
、
.ダ
ル
ト
ン
の
資
本
.親

論
 

第
四
.號

八

八

k

因
ら
な

S

。
其
等
は
相

»

の
結
果
か
或
は
_
代
產
業
龃
織
化
生
ず
る
諸
種
の
不
勞
利
得
の 

結
果
で
あ
る
等
の
點
を
考
虛
す
ベ
き
で
あ
る

V」

。

(Minority Report p. 402〕

七

■

資
本
課
疏

^

關
す
る
税
務
行
政
上
の
困
雛
の
主
た

.る
も
の
は
、大
規
模

k

百一

つ
て
資
本
財
產 

評
價
の
必
要
あ
る
こ

ビ

で
あ
る
。
殊

R

最
困

* -
の
問
題
は
終
身
用
役
權

(

S

S

I

Sに
關
し 

て
生
ず
る
。
此
終
身
用
役
權
の
含

^

れ
ざ
る
場
合

k

は
、財
產
評
價
の
問
題
は
困
難
が
少
な
い
ハ 

先
つ
資
本

課
税
の
納
枧
義
務
考
ビ

I 

0 
0

め
ら
る
、
者
は

/if
f
定
期
日
ま
で

^

所
有
財
產
の
評 

r

申
吿
を
求
め
ら
れ
、此
評
價

k

ょ
つ
て
一

先
づ
課
稅
せ
ら
れ
、其

後

^

於
て
政
府
の
鑑
定
官
が 

評
價
ド
着
手
し
個
人
の
評
價
を
檢
资
し
、必
要

R

應
じ
て
之
を
修

IH
し
て
旣
納
稅
額
.の過
不
足 

を
拂
庹

.又
は
追
徵
す
る
方
法

7P.

採

.
6
得
る
で
あ
ら
ぅ
。：

.
第

一

一

の

方

法
S

し
て
、先
づ
其
評
價
の 

困
靴
な

9

種
類
の
財
産
の
み

k

課
稅
し

1家
具
家
財
賢

.石

*

術
品
の
如

$

物
は
、所
有
者
の
死
亡 

の
時
ま
で
猶
豫
し
て

.課
稅
す
る
方
法
も
あ
ら
ぅ
。
此
方
法

.の
欠

.黙

.は
疋
當
な
る
累
進
課
税

 ̂

困
雛
な
ら
し
む
る
^
あ
る
が
、後
日
課
せ
ら
る
、
其
追
加
課
税
率
を
適
宜

R

■定
む

_る
^
ょ
つ
て 

此
欠
勲
を
繆
正
し
得
る

t

ゼ

も

出
來
る
ビ
思
ふ
？
第

H

R
、財
產
中
殊

k

評
慎

0

處
置

困

難

な

- 

- 
.

.

.

.

.

.

る
も
の
は
全
く
徵
栊
ょ

^V

除
外
す
る
。
之
は
疑
も
な
く
不
公

B

な
る
も
、或
程
度
の
不
公
正
は 

如
何
な
る
租
稅

k

就
て
も
見
る
所
で
、«
政
钕
術
上
の
煩
雜
を
避
く
る
が
た
め

R

は
忍
ぶ
ベ
さ 

も
の

.で
あ
る
。

.
之
等
の
三
方
法
を
以
て
.困
雛
の
多
く
は
除
さ
得
る
が
、其"は
孰
れ
も
完
全
無
缺 

の
も
の
で
は
な

く

、

ぬ
事
實
に
あ
る
に
ょ
つ
て
資
本

_

疏
反
對
論
が
行
は
れ
る

。

^

^

l

t

l
¥
 

種
の
問
題

^

就
て
特

k

ff
i

目
す
ベ

S

は、ダ

y

ト

ン：敎
授
が
ス
タ
ン
グ
氏
ど
の
問
答
に
於
て
、公

正

(
e
q
u
i
t
y
)

は
常

^

經
濟
の
次

^

在
る
べ
き
も
の
で
あ
る
ど
切
言
し
て
居
る
乙

V
J

で
あ
る
。

へ Minutes of^videnctY

.:' 

lp.49?497. 

J

ビ
ダ
ー
敎
授
自
ら
云
ふ
如
く
、行
政
技

#/
上
の
問
題

^

就
て
ば

»

濟
學
者
は
僅
^
第
ニ
次
的 

意
見
を
述
ぶ
る
の
み
で
、實

.際
其
等
は
財
務
當
局
者
の
意
見

k

從
ふ
べ
さ
問
題
で
あ
る
。

B
o
a
r
d

 

of M
a
n
d

 

R
e
v
e
n
u
e

は
コ
〃

ゥ

ィ

ゾ
委
員
會

k
報

#
す
る

k
、

(

一)

大
規
模
の
課
税

^
あ
つ 

て
は
其
行
政
上
の
成
功
の
た
め

^

は、其
納
稅
を
要
求
せ
ら
る
、
人
々
の
大
多
數
が
之
を
政
治 

的
な
ら
ざ
る
財
政
策

V
J

觀
て
其
人
々
の
許
諾
が
常
然
與
ベ
ら
れ

#

る

乙

V
J

?:
必
要

€

す
、(

一p

若 

し
資
本
諜
稅

^

し
て
納
税
者
間

k

其
經
濟
的
效
朵

k 
.つい
て
廣
く
不
安
を
喚
起
す
る
に
於
て 

は、其
不
安
は
必
ず
や
資
本
價
値

k

著
し

3

影
響
を
與

 

'へ.
ざ
る
を
得
ず
ぜ
ハ
課
稅
の
結
果
を
全
く

第

二

十

四

卷
£

七1
〕

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
諭

 

笫
叫
號
.

八九



浓

ニ

十

四

卷(

丑
七
ニ 

V

ビ
グ
ー
、

不
赃
實

k

し

、之
が
徵
收
を
困
雛 

ょ

み

す

れ

ば

、資
本
課
税
は
戰
時

る
も
、之
は
遺
產
税
の
た
め

R

通

mlttea. 

A
p
o
e
n
d
l
x

ノ
 

X
X
I
I

 

J

ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
論

な
ら
し
む
る
^
到
ら

常 課  

行 稅  

は ミ

所. 4  
ミ よ 

本 b

笫
四
,

<
0

ざ

る
を
得
な
い

.
o

桃
搽
技
術
上
の

.
見
地
 

困

雛

少

な

く

、個

人

財

產

の

.
評

ff
i

を
要
す

 

質
^
於
て
同
樣
で
あ
る

4

M

H

M

h

八

右
を
以
て
：ヒ
グ
ト
敎
授
並

k

ダ
 

く
の
如
さ
所
說

0

後
に
、ピ
ダ
ー
敎 

.
大
戰
直
後
の
時
代
に
於
て
は
，チ
 

な
る
特
別
課
稅
制
定
の
法
令
を
、一
 

度
の
協
贊
を
得
て
制
定
し
得
る
な 

を
有
し
て
居
つ
た
。
し
か
し
次
の 

き
稅
法
を
提
唱
し
な
い
。

(

ニ
若
し 

干
の
銀
行
を
背
景
ど
す
る
有
カ
な 

す
る
大
な
る
技
術
的
困
難

k

照
し

其 理 ら 般 自 授 ダ  

れ 由 ば の 身 は ト  
が i c 大 協 S 現 ソ

よ 體 賛 し 化 敎 
Iこ を て 如 授 

於 以 は 何 の  

て て 苦 な 資  
其 或 し る 本

課
视
理
論
の
主
旨
を
說
明
し
た
。
斯 

態
度
を
採
る
か

。
.
日

く

、

戰
僙
の
大
部
分

?:
偾
却
す
る

R

適
當 

は
超
過
利
得
稅

k

與
へ
ら
れ
た
る
程 

法
は
國
民
の
利
益
ど
な
る

V
J

の
意
見 

つ
て
現
在
或
は
近

5

將
來

R

於
て
.は
斯
く
の
如 

制
定
せ
ら
れ
た
ぅ

v
j

し
て

.も
、其
實
施
は
恐
ら
く
若 

る
組
織
的
反
對

R

ょ
つ
て
妨
げ
ら
れ
、％
れ
の
場
合
^
も
存 

て、
3K
く 

■之
を
排
除
し
得
な
.い
で
あ
ら
、ぅ
。
へこ

)

平
和
.克
復

後
.

上

數
牟
を
遷
延
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
斯
る
税
法
は
、戰
郇
直
後

^
.制
.定
せ
ら
れ
れ
る
場
合

k

見 

る
べ
さ
ょ
々
も
、人
々
を
し
て
第
一

.次
課
稅

k

續
い
て
第
二
次
第
三
：次
課
稅
あ
る
か
の
恐
怖
心 

を
遙
か

R

大
な
ら
し
め
る
。

.

(

三)

戰
後
の
景
氣
好
況
の
時
^
は
物
價
は
將
來
大
下
落
を
生
ず
べ 

さ
を
充
分

^

示
す
水
準
化
在

6
、從
て
其
當
時
は
內
債
償
還
を
躊
躇
す

P

Z

ヾ

」

は
其
實
質
的
價 

値
を
、ま
た
其
內
偾
費
充
當

R

要
す
る
税
率
を
、著
し
く
增
加
せ
し
む
る

rJ 

V
J

を
意
味
し
た
る

 ̂

反
し
て
、現
在

^

於
て
は
、近
さ
將
來

R

大
な
る
物
價
下
落
を
豫
期
す
べ
さ
现

1±
1
な
く
、(

四)

英
國
產 

業
は
今
日
尙
ほ
異
常
な
る
沈
衰
狀
態
に
あ
り
、斯
る
場
合
^
は
實
務
家
を
し
て
動
搖
せ
し
む
る 

が
如
き
事
項
は
、假
令
其
れ
が
主
ど
し
て
無
稽
に
甚
く

 

s 

U 

'

て

^
、無
き
を
以
て
宜
し

<!
:

せ
^
る
 

を
得
な
い

o 

(studies p. 306-7)

惟
ふ

R

‘ビ
グ
ー
は
右
の
諸
項
の
理
由
^
ょ
つ
て
資
本
課
稅
を
提
唱 

せ
ざ
る
を
說
く
が
、し

か

し

一

九
ニ
一
 

年ヾ

」

.
現
在

ノ
レ
の
其
所
論
の
變
化
の
理

.f
t

な
ぅ
し
も
の 

V
J

し
て
尙
ほ
次
の
點
を
附
言
せ
ざ
れ
ば
、其
資
本
課
稅
論
の
變
化
の
原
因
全
部
を
明

^

し
た

Z 

ビ

R

は
な
ら
な

S

の
で
あ
る
。
即
ち

一

九
ニ
五
年
三
月
、コ

,

ゥ
ィ
ン
赛
員
食
の
諮
問

^

答

_ 

し
た
る
中

R「

右
の
一
般
的
理
由

^

予
自
身
の
個
人
的
な

.る
理
由
を
附
加
せ
ね
ば

‘な
ら
な

5
、：
 

…

•
予
は
咋
年

^

到
る
ま
で
は
、强
度
の
累
進
桃
率
を
以
て
す
る
課
碑
中
の
其

^

何
な
る
ー
剖
分

第

二

十

四

卷(

五
七
三)

.

ビ
グ
I
、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
耽
論 

第

.

四號
九一



筋
ニ T*
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卷

(

五
七
四〕

ビ
グ
ー、
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
耽
論 

第

四

號

4
ニ

が
其
課
說
自
體
の
結
果

ど

し
'て
生
ず
る
將
來

 

'の.國庫
收
入
侵
害
の
補
填
の
た
め
に
費
消
せ
ら 

る
、
乙

^

の
如
何

^

大
な
る
か
を
，充
分

^

了
解
し
て

©

ら
な
か

り

^

の
で
あ
る
，ど
述
ベ
て
居 

る
乙
ど
で
あ
る
。

。ヒ 

'ク
ー
敎
授
が
資
本
課
税
論
不

ff
i

唱
の
理
由
ヾ
こ
し

.て
擧
げ
た
る
も
の

k

就

X

は、ダ
〃
ト
ン 

敎
授
は
異
見

?:
懷
く
。
右
の

(
三)

の
理
由

e

し
て
の
如
き
は
、其
事
實
を
認
む
る

^

は
賛
成
す
る 

も
、其
推
論
^
は
不
同
意
で
あ
る
。
其
事
實
は
數
年
前
^
資
本
課
稅
を
提
唱
し
た
る
者
の
賢
明 

を
語
る
も
の
で
あ
る
。
今
尙
ほ
一
層
物
價
下
落
の
危
險
は
存
在

.す
る
。
且
つ
國
偾
の
實
質
的 

負
擔
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、速
か

^

偾
還
す
る
果
斷
あ
る
政
策
の
論
據
ば
有
力

V
J

な
る
の
で
あ 

る
。
ビ
グ

I

が
理
由
ニ

ブ
し
し
て
擧
げ
た
る
も
の

k

對
し
て
其
危
險
の
實
在
を
疑
べ
る
こ
ご
は 

te
k

述
へ
た
。

(

財
臟

21』

•ヒグ
ー
の
理
由

(

一
定
は
多
く
の
眞
理

V
J藏
し
、吾
人
の
遺
慽
ど
す
る
听 

で
あ
る
が
、大
戰
役
は
次
第
に
昔

<

な
々
歲
月
は
移
る

.

.も、公
傲
は
消
え
ず

*

ft
擔
を
財
貨
を
以 

て
表
は
せ
ば
、物
價
が
一
九

 

一一
o

年

k

其
最
高
頂
に
達
し
た
る
當
時
ょ
ぅ
殆
ざ
倍
加
し
て

©

る
。
 

國
攸

•か
充
分

R

減
少
せ
ざ
る
限
へ
香
人
の
觀
る
所

^

て
は
、

®

偾
處
酒
の

.最
良
の
政
策

V
Jし
て

.

の

資

本

課

稅

主

張

論

は

：
多

ぐ

力

を

失

ふ

こ

匕

は

.
^
い

の

で

あ

る
〃
。
(
^

rg
J

^
Ma
-
a
e
s參。f

^

b

J又
、

j
.
.
.

 

良

.. 

.11 

ニi 

ン-Jl
i
--i

p
w
H
W
W
S

資
本
課
稅
ド
ょ
る
純
節
約
額
の
問
題

R

つ

S

て
の
見
解
も
旣
に
述
べ
た
る
所
で
あ
る
が
、

f

ノ

て の こ 爲 度 減 加 （a ) 、!!(丨

ダ
ル
ト
ン

.は
假
令
、資
本
課
稅

k

ょ
々
純
節
：約

'無
し

V
J

雖
も
次
の
利
益

.あ

{
 V

J

主
張
す
る
。
 

物
價
下
落

^

ょ
る
國
偾
の
實
質
的
負
擔
の
大
增
加
の
危
險
を
少
ヒ
し
、

2

英
國
の
信
用
を
增 

せ
し
め

(0
)

大
所
得
、財
產
ド
對
す
る
課
稅
率
を
低
滅
し
、

5

減
偾
甚
金
の
一
時
的
中
北
に
ょ
る 

稅
ど
今
日
ょ
ぅ
も
低
率

?:
以

て

W

び
將
來
之
が

m

立
を
可
能
な
ら
し
む
る
こ

^
、(e
)
現
狀
程 

の
戰
偾
の
稃

m

k

不
滿
な
る
人
民
の
輿
論
を
若
干
滿
足
せ
し
む
る
こ
ど
を
得

(0
現
在
の
人 

不

^IE

然
な
石
事
情
を
軍

/®
化
す
る

k

貢
献
す
る
所
が
あ
る
等
の
利
益
あ

6

ビ

主
張
し
た
る 

ど
は
ダ
グ
ト
ン
の
資
本
課

®:
論

R

於
て
逸
す
る

乙

く
は
出
來
な
い
。

^

^

。̂̂

^dence)

之
等 

所
論

^

於
て
、ダ
ル
卜
レ
は
今
日
も
尙
ほ
公
倚
處
理
の
た
め
に
は
資
本
課
稞
を
其
長
所
化
就 

見
て
最
良
の
政
策

.

す̂
る
も
の
で
あ
る
。

(

驻

I
〕

コルゥィン豸員會ハ

#

數
意

5

の
一
資
本
課
税
に
關
す
る
結
，論
は
，

j

假
令
、̂
本
課
稅
が
好 

.

意な以て迎へ

.

ち
.

る
.

V

の
見
込
あ
.る

も

、
其ン課稅の與ふる公債の輕诚

f±
、r r

る
大規模
 

にし

.

て、
困雛あ

.

リ危臉に滿てる計畫を

.

F .

當ならし

.

む
る
に
は
足

y

ないであらぅ

C

 

此
.
■

事
：
は

現

.在

の
諸

0

情
、

多

く
異
ら
ざ
る

.辦
-

情
：に
於
て

も

行

は

れ

る。

更
に

資

本

課

税
 

は
、
現
布
の

0

埽

の

T

に

て

は，到
底
期
待
し
得
ざ
る
程

.

の好意を

.

以
て
迎
へ
ら
る
、に

非 

笫U

十
四
卷
.

(

五
七
五〕

ビ
グ
ー
、
ダ
V
ト
ン
の
罾
ホ
郧
我
論 

第
㈣

㈣ 

九
H
'
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五七六

)

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
ト
ン
の
費
本
課
拱
输
 

第四號
 

九四
 

ざ
れ

ば
、此
社

#

の
.
社會生活產業生活に著しき害を與ふるものであらう

。

——

委

^

會
背
隹
書

.
に
.
^
^
,ゼる
洛

-«
、

colwyrl，
p
s
’.Add.is，

A
-

 

Q
. Anderson. A. 

Balf 

C
M
. 

H
e
n
r
v

 Bell. 

W
.

 L. u
i
c
h
s
s
.

 

W
i
U
i
a
m

 

McLintodc. 

T. 

0
. st.arhn.

の人々
であつ

 

J
、。

コ
ル
々
ィ
ン
赛

M

-#
少
数
意
見
報

ff
書
は
日
く

-

齊
人
は
資
本
課
税
を
以
て
公
正

.な

る

も
.の

さ
.

認め

、Board of I
n
p
n
d

 .
R
e
v
e
n
u
e

の
^
贝
に
從

 

て、器
し

一

般
の
好
意
を
以
て

迎

へ

ら
る
、

な

ら

ば

、

^

行

可

能

な

る

も
の

'?」

考

へ

る

。

同 

課
税
鸷
行
の
揚
合
に

0

遇
し
易
さ
货
際
的
函
難
の
論
究
を
一
贳
し
て

、
^:
等の困難は

、
 ̂

し
國
民
の
大
多
数

"典
納
税
義
務

#

の大部分、

—

税
に
附
隨
す
る
.金融的行爲にっい

 

て
其
拨
助
を
詛
要
の
も
の
ミ
す
る
銀
行
興
他
に
'
ょつて

.
--
0
:ハ方法が

■
T

m
され

、it
目的に

 

し
て
欺
認
せ
ら
る
、に於ては，最僅
少
で
あ
る
こ
せ
は
全
く
明
白
で
あ
る
。
此ぶに關

 

して、今

=
:

に
於
け
る
ょ

U

も
一
九

I

九
年
一
九

ニ 

0

年
初
期
に
於
て
事
淸
は
明
に
遙
か

 

に
有
利
で
あ
っ
た
。
呑
人
は
常
時
に
於
て
は
資
本
課
税
は
比
較
的
容
易
に
货
行
さ
れ
得

 

た
る
も
の
で
あ
リ
、常時
典
課
秕

が

塞
も

0

せられざりし

.
こ

W

は
大
い
に
逍
憾
ミ
す
ベ

 

さ
事
ミ
斷
言
す
る
：に
睛

_

し
な
い
も
の
で
あ
る
。
殊に北ハ時以來公愤の货質的负擔

 

を
夥
し
く
佾
加
せ
し
め
た
る
物
價
の
大
下
落
に
照
し
兑
れ
ば
一
層
痛
切
に
之
を
感
す
る

のである。

.

.
孰
れ
に
し
て
も
、罟人
は
此
報
齿
書
に
載

^.
らる、所の分
析矹究に

ょって

、
_
課税實行の

‘
成
功
に
ぬ
領
.
な
る

1!
解

ビ

好寧の條件レを發生せしむるに

M 

献
す
る
所
あ
_
る
を
希

.ふ。

若
し
之
等
：の
修
件
に
し
で
充

.足

さるれば、やが

て

國

玫

は
扣

難周か開の最善液を供する賢明なる貧際的方使さして

.

資
本
課
稅
，を採
る
に
到 

る
で
あ
.らぅ

 

(
M

i
n

o
r

i
t

y

 

R
e

p
o

r
t

 

p
.
ム
11*2

 

參
照
。

聚
名
若
、

T
.

 

w
.

.

 

E
o

w
p

 

P
V

e
d

 
H

a
l

l
.

 

H
.

B
.

 

L
e

e
s

Smith,

1Barbarawootton.J

'

九
.

本
稿
に
於
て
目
的
艺
し
た
る
所

は、
戰
後
英

國
の
财
政
的
難
局
打
開
の
た
め

k

提
案
せ
ら
れ 

た
る
資
本

課
稅

は
如
何
な
る
理
論
ビ
根
據
に
盐
く
か

»

本
課
稅
の
實
行
を
是
ヾ

」

す

る

^
足
る 

ベ

&

諸
條
件
は
果
し
て
如
何
な
る
事
情
の
下

^

於
て
存
在
す
べ

>

か
、其
他
の
問
題
を
現
代
英 

國
の

財
政

學
者
、
殊

‘に
資
本
課
桃

'
の
問
題

^

最

も

權

威

ぁ

，る

ビ

，グ

ー

並̂

ダ

，

卜

ン
の
二
者
が 

如
何
な
る
理
論
的
根
據
を
以
て
論
じ
、其
國
の
經
濟

'事
情
の
變
化

k

伴

a

之
が
實
行

k

就
て
の 

是
否
の
判
斷
は
岛
か
ら

*

何

^

る
變
化

?:
生
ぜ
ざ
る

?:
得
な

か

つ
た
か
を
知
-̂饼
せ
て
英
國 

の
殆
ど

全
べ

て
の
主
な
る
財
政
經
濟
の
專
門
家
の
意
見
を
徵
し
た
る
コ
，
ゥ
ィ
ン
委

員
會

(一

 

九

ニ

四

|

七
年

)

の
結
論
を
參
照
す
る
に
あ
る
。

圆
ょ
ぅ
英
國

R

於
て
資
本

.課
税
論
は

一

九
一
四

—

八
ハ
ヰ
の
歐
洲
大
戰
後
^
始
め
て
現
は
れ 

た
る
も
の
で
は
な
い
。
旣

R

一
七
一
四
部

>
ョ
_

&
 Hu

t
c
h
e
s
o
n

は
議
會

R

於
て

一

切
の
動
產

笫ニ十四卷

(

五
：七
七〕

ビ
グ
ー
、
ダ
ル
卜
ン
の
資
本
課
税
阔 

⑦
㈣
號 

九
五
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C

五
七
八)

ビ
グ—

1
ダ
ル
ト
ン
の
資
本
課
税
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笫
四
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九六

不
動

'廣
の

1
:

割
の
.課
稅

を
以
て
公

偾
を
偾
却
す

る.

資
本

課
税
案
を
提
唱

し
、第
十
八
世
紀
末

^

は R
i
c
h
a
r
d

V

は
屢

«

.
■ 

@

>

W
a
t
s
o
n
:

 

W

び
之
を
說

&
、殊

1C
ナ
。
ホ
レ
オ
ゾ
戰

#

後

の

英

國

の

財

政

的

雛

局

^

際

 

論
ぜ
ら
れ
、ザ
力

'ア
ド
オ
も
之

,?
:

提
唱
し
た

o

終
.濟，
.學

及

課

'.税

- M
El
i

第

十

七

章

に
日
く
、

3£
0

の
食
債

て

^

る
も

"

の

で

あ
る

然
な
る
地
位
に
骰
か
れ

 

の
渦
巾
.に陷
つ
た
國
に

'
部
分
，
犠
牲

にして

、
#

つ

T

賢

.明
な
る

こ

£
は
 

案
' は

B!
£

に

®

々
.献饿.さ

 

丈
け
の
智
離
も
罾
義
心

 

须
ら

く

良债の戰時卟

 

と

く

は̂杏痛輕诚の

 

欲
す
る
情
に
動
か
さ
れ

 

が
あ
つ
て
は
な
ら
ぬ
ミ

 

ニ四
 

一—

ニ參照

〕

ォ
ン
戰
爭

R
.於
け
る
資
本
課
稅
の
提
案

V

J

Lて
廣

て .誘 に も . . れ か ミ

ふ 彼 惑 契 な た 國 ら つ

こ の や 約 い こ 民 身 て  

ミ 大 現 さ ら ミ に 脫 は  

は 目 在 れ し の ミ け 此  

之 的 の た い あ つ ナ 财  

を に  部 る て る 產

J k對 望 分 し も も の 中  

認 す む の か の 同 が か  

し る ら 償 し で じ 賢 ら

な 我 く 却 平 あ ぐ 明 負

け 々 は に 時 る 賢 の 債 此 を

不 梁  

自 稜  

然 せ  

な し  

る め  

制 た  

度 國  

に は

俾 .最、
ふ も

償
却
の
た
め
に
必
耍
な

る 

處
置
で
あ
ら
ぅ
。

一
個
人

 

明
な
る
こ

€
で
あ
る
。

：
• 

■ 

が、遺
憾
な
が
ら
之
を
採
用

 

の£
£

に我々
の不斷の努

 

向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

ミ

一時の

-

-
0
.
苦ょリ逃れ

の
注
意
を
弛
緩
せ
し
む
る

 

れ
ば
な
ら
ぬ
。

(

小衆敎授

譯 こ ん い 力 す ： に べ 困 不

本 ミ ミ ふ は る 此 あ き 難 自  し

行

は

れ

It
る

は

.ば

ぼ

the 

Liquidation 
o
f 
tî
e National 

D
e
b
t

 

C
3C

00I9
)

な
る
小

#
子
で
あ
つ
た
。
當
時
の

財
政

I

的
事
情
ビ 

乙
^
を
し 

か

つ
た
。
 

對
論
者

V」 

ど
す
る 

而
し
て 

ら
ざ
る 

れ
ず
し 

問
題

^

S

條
件 

心」

ど
は

條 其 か ’

件 等 た 雖 し な の
關
係

R

於
け
る
此
種
の
財
政

 

%

が
*
本
課
稅
論
は
屢

 

< 
論 

かし

'

九

一

九

年
以
後
の
數 

も
戰
爭
直
後

一

九

一

九
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